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芦 別 市 民 憲 章 
 

明治の代、今の常磐町に第一のくわ音が立ちました。芦別誕生のうぶ声でした。それか

ら代々の人たちが努力を重ね、美しい郷土をつくりました。 

それをたたえ感謝するとともに、さらに立派にして次代へ渡したいものです。私たちは、こ

の憲章をかかげて、日常生活の心がまえといたしましよう。 

 

明るい家庭をつくり こどもに夢と誇りを持たせましよう 

人間の尊さを知り 社会のきまりを守りましよう 

郷土の自然を愛し 豊かなまちをきずきましよう 

思いやりと親切で 住みよいまちにいたしましよう 

教養を深め 体力を養い 文化の輝くまちをつくりましよう 

 

（｢芦別市民憲章｣ 昭和４３年９月２０日制定） 
 



 

 

は し が き 

 

 この年報は、平成２２年中における芦別市消防行政の実績と 

 

現勢を収録し、将来の消防体制強化と火災予防上の資料として 

 

有効に活用するため編集したものであります。 

 

 この年報を通じて市民各位の防災上の指針となり、また消防 

 

行政の検討資料として活用されるならば幸いであり、それを期 

 

待してやみません。 
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消 防 の 沿 革 
大正 ３年 ７月 私立下班渓（常磐）火災予防組合発足 組合長 大道栄蔵氏 

   ６年 ２月 私立芦別消防組発足 組頭 大西六三郎氏 

   ７年 ５月 公立芦別消防組発足 組頭 大西六三郎氏 

   ８年 ６月 私立野花南消防組発足 組頭 明田小四郎氏 

  １０年１２月 公立芦別消防組成績優秀にて金馬廉１条使用認許 

  １２年 ５月 公立芦別消防組２部制を採用 

昭和 ３年 ４月 私立新城消防組発足 組頭 森 清一氏 

      ４月 芦別大火、本町市街中央部付近より出火、１５８棟焼失 

   ４年 ９月 公立芦別消防組成績優秀にて、金馬廉２条使用認許 

   ８年 ４月 公立芦別消防組組頭 大西六三郎氏死亡に伴い、後任に寺崎隆氏就任 

  １０年 ４月 公立班渓消防組発足 組頭 谷口与作氏 

  １１年 １月 公立芦別消防組組頭 寺崎隆氏退任に伴い、後任に関塚清蔵氏就任 

  １４年 ４月 芦別消防組を芦別警防団と改組第１分団（芦別警防団）第２分団（常磐警防団） 

        第３分団（新城警防団）第４分団（野花南警防団）とし、警防団長 豊島亀三郎 

        氏就任 

  １８年 １月 芦別警防団長、豊島亀三郎氏退任に伴い、後任に大西駒太郎氏就任 

      ２月 芦別警防団第１分団に常備部設置 

  １９年 ４月 三井芦別警防団設置 

      ４月 芦別警防団第５分団設置（上芦別市街） 

  ２２年 ９月 芦別警防団を芦別消防団と、三井芦別警防団を三井芦別消防団と改組 

  ２３年 ４月 明治芦別消防団設置 

      ４月 三菱芦別消防団、高根炭鉱消防団設置 

  ２５年 １月 高根炭鉱消防団を芦別消防団第６分団へ編入 

      ４月 油谷芦別消防団設置 

  ２７年 ６月 芦別消防団創立３５周年記念式典 

  ２８年 ６月 芦別消防団常備員増員 定員２２名 

  ２９年 ４月 市制施行に伴い、北海道消防協会芦別地方支部設立 

     １２月 芦別消防団第１分団に望楼設置 

  ３０年 ４月 芦別消防団常備員 定員３２名 

     １２月 芦別市消防本部・署設置 消防職員定員３２名 消防長大西駒太郎氏 消防署

長小山田敬次郎氏 就任 

  ３２年１２月 芦別市消防本部・署に消防用短波無線電話装置設置 

  ３３年 ４月 消防職員増員 定員３６名 

     １２月 芦別消防団長、大西駒太郎氏退任に伴い、服部富一氏就任 

  ３４年 ４月 芦別消防団、日本消防協会より成績優秀にて竿頭綬を受賞 

     １２月 消防長、大西駒太郎氏退任に伴い、後任に市助役、沢内精治氏事務取扱 

  ３５年１０月 消防署長、小山田敬次郎氏退任に伴い、後任に島田好男氏就任 

  ３８年 ４月 消防職員増員 定員４０名 

      ７月 油谷、明治、三菱各消防団、芦別消防団に編入、第７分団（油谷）第８分団 

        （明治）第９分団（三菱）となる 

      ７月 同上３ヶ分団に消防署機関員出張所設置 

      ７月 芦別消防団第４分団滝里支部設置 

     １２月 芦別消防団長、服部富一氏退任に伴い、大林唯一氏就任 

  ３９年 ５月 日本損害保険組合協会より消防ポンプ自動車１台寄贈 
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昭和３９年 ７月 芦別消防団第８分団（明治）第９分団（三菱）を第５分団に、三井芦別消防団

を芦別消防団に統合し、第８分団（西芦別）第９分団（頼城）第１０分団（三井

黄金）とし、消防署西芦別分遣所並びに頼城機関員出張所を設置 

      ７月 消防職員増員 定員４９名 

  ４０年 ６月 芦別市危険物安全協会設立 

     １１月 芦別消防団第７分団消防庁舎落成 

     １２月 芦別市消防署上芦別分遣所並びに芦別消防団第５分団消防庁舎新築落成 

  ４１年 ４月 芦別市人事異動により消防署長、島田好男氏市役所に出向（市総務課長に発令） 

        後任に菅田英太郎氏就任 

      ５月 芦別消防団第６分団（高根）に消防署機関員出張所設置 

      ９月 消防長事務取扱、沢内精治氏退任 

      ９月 消防長職務代理者として署長、菅田英太郎氏発令 

     １２月 芦別市消防署常磐機関員出張所並びに芦別消防団第２分団消防庁舎新築落成 

  ４２年 ５月 消防職員増員 定員５０名 

      ８月 芦別消防後援会連合会設立 

     １１月 芦別市防火管理者研究会設立 

     １１月 芦別消防団第６分団高根炭鉱閉山に伴い、同地域を芦別消防団第１分団管轄 

        区域に編入 

     １２月 芦別消防団第１０分団（三井黄金）に消防署機関員出張所設置、消防ポンプ自 

動車配置 

     １２月 消防用無線電話装置ＳＳＢ方式に変更し、あわせて移動局３基増設 

     １２月 芦別消防団長、大林唯一氏辞任に伴い、大西武一氏就任 

  ４３年 ４月 芦別消防団第４分団滝里支部を芦別消防団第６分団と改組 

      ４月 芦別消防団定員３７０名から３１０名に改組 

     １２月 消防本部に救急車購入配置、救急業務開始 

  ４４年 ８月 芦別市総合庁舎新築落成に伴い、消防庁舎併設、消防本部・署並びに芦別消防 

団第１分団新庁舎へ移転 

      ８月 芦別市消防設立５０周年記念式典並びに合同消防演習実施 

     １２月 水槽付消防ポンプ自動車購入、消防署に配置 

  ４５年 ６月 元消防長、大西駒太郎氏春の叙勲、勲五等瑞宝章受章 

     １０月 芦別市人事異動により消防長職務代理者、菅田英太郎氏が消防長兼消防署長に

発令 

     １１月 元芦別消防団分団長、川島千代作氏秋の叙勲、勲七等単光旭日章受章 

     １２月 水槽付消防ポンプ自動車購入、芦別消防団第５分団に配置 

  ４６年 ５月 芦別消防団成績優秀により北海道消防協会から表彰旗授与 

６月  北海道消防協会空知地方支部中空知支部発足に伴い、芦別地方支部を解消、 

                中空知支部に加入 

            ８月  広報車購入、消防本部・署に配置 

１０月  市行政機構改革に伴い、消防本部次長に  原田  最氏就任 

          １０月  消防署上芦別分遣所及び西芦別分遣所を上芦別出張所及び西芦別出張所と 

改組 

          １２月  化学消防ポンプ自動車購入、消防署西芦別出張所に配置 

          １２月  芦別消防団第６分団に消防ポンプ自動車配置 

    ４７年  ７月  三井芦別鉱業所黄金鉱閉山に伴い芦別消防団第１０分団解団、同地域を芦 

別消防団第２・第３分団管轄区域に編入 

            ８月  北海道消防操法訓練大会に芦別消防団第１分団出場（ポンプ車の部） 

            ９月  北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習実施 

    ４７年１１月  消防ポンプ自動車購入、消防署に配置 
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昭和４８年  ３月  消防無線同報装置（非番職員招集用）３０基設置 

            ４月  芦別消防団定員３１０名から３００名に改正 

            ６月  北海道消防協会中空知支部より無火災表彰を受賞 

            ７月  芦別市人事異動により消防長兼署長  菅田英太郎氏市立芦別病院に出向 

（事務長に発令）消防長後任に  高島勇太郎氏就任 

            ７月  芦別市消防本部・署人事異動により本部次長  原田  最氏消防署長を兼ね 

て発令 

            ９月  消防用無線電話装置をＳＳＢ方式からＶＨＦ方式に変更し、あわせて移動局 

                  ９基増設 

          １２月  芦別市消防署新城機関員出張所並びに芦別消防団第３分団消防庁舎新築落成 

          １２月  消防ポンプ自動車購入、芦別消防団第１分団に配置 

    ４９年  ４月  芦別消防団条例一部改正により、第７分団（油谷）を解団、同地域を第１分団 

管轄区域に編入 

            ４月  芦別消防団定員３００名から２８５名に改正 

            ４月  第７分団解団に伴い消防署油谷機関員出張所閉鎖 

            ４月  消防無線同報装置（非番職員招集用）２０基設置 

            ６月  消防職員増員  定員５５名 

            ８月  芦別市人事異動により消防本部次長兼消防署長  原田  最氏出向（学校給

食センタ－事務長）、消防署長に柳原次郎氏就任 

            ８月  芦別市消防本部、消防署組織規則一部改正により、総務係、予防係、調査 

係警防係、施設係の５係に改組 

          １０月  芦別市消防署長  柳原次郎氏消防本部次長を兼ねて発令 

          １２月  消防無線同報装置（非番職員招集用）５基設置、全職員住宅に配置完了 

    ５０年  ６月  芦別市消防本部・署開庁２０周年記念式典 

          １０月  水槽付消防ポンプ自動車購入、消防署頼城機関員出張所に配置 

          １１月  芦別市消防署野花南機関員出張所並びに芦別消防団第４分団、消防 

庁舎新築落成 

    ５１年  １月  消防救急指令装置Ｃ型１台購入、消防本部・署に配置 

            ３月  消防ポンプ自動車購入、消防署上芦別出張所に配置 

            ４月  消防長  高島勇太郎氏退任、後任に芦別市助役  島田好男氏消防長事務取扱 

  ４月  社団法人東日本自動車工業会より救急車２Ｂ型１台寄贈を受け、消防署に

配置 

            ８月  消防ポンプ自動車購入、消防署常磐機関員出張所に配置 

５２年  ４月  芦別市人事異動により、芦別市助役  島田好男氏消防長事務取扱を解き、 

消防長後任に  熊谷文一氏就任 

            ６月  北海道消防協会中空知支部より無火災表彰を受賞 

            ８月  社団法人日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車１台寄贈を受け、 

消防署に配置 

            ８月  消防ポンプ自動車購入、消防署新城機関員出張所に配置 

            ９月  芦別市消防署組織規程の一部改正により、頼城機関員出張所を頼城出張所 

に名称変更 

          １１月  芦別市消防署西芦別出張所並びに芦別消防団第８分団消防庁舎新築落成 

５３年 ６月  北海道消防協会中空知支部より無火災表彰を受賞 

            ８月  芦別市消防署長兼本部次長  柳原次郎氏辞任 

            ９月  芦別市消防本部・署人事異動により、大関富雄氏消防署長兼本部次長に 

就任 
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昭和５３年 ９月  消防ポンプ自動車購入、消防署野花南機関員出張所に配置 

１１月  芦別市消防署ホ－ス乾燥塔設置 

          １２月  芦別市消防署頼城出張所並びに芦別消防団第９分団消防庁舎新築落成 

    ５４年  ７月  芦別市人事異動により、消防長  熊谷文一氏市役所に出向（市経済部長に 

発令）消防長後任に  石川  孚氏就任 

          １０月  消防ポンプ自動車購入、消防署頼城機関員出張所に配置 

          １０月  富良野信用金庫芦別支店から消防用携帯無線機（ゼネラルＣＰ－５１型出 

力１Ｗ）６台（１００万円）の寄贈 

          １２月  芦別市消防署上芦別出張所並びに芦別消防団第５分団消防庁舎新築落成 

    ５５年  ９月  消防ポンプ自動車購入、芦別消防団第１分団に配置 

    ５６年  ８月  消防ポンプ自動車購入、消防署西芦別出張所に配置 

            ８月  北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習 

          １１月  元消防団副団長  古田松雄氏秋の叙勲  勲六等単光旭日章受章 

          １２月  芦別市消防署長兼本部次長  大関富雄氏退任 

          １２月  芦別市消防本部・署人事異動により、武田榮治氏消防署長兼本部次長に 

就任 

    ５７年  ３月  芦別市消防長  石川  孚氏退任 

            ４月  芦別市人事異動により、消防長  松浦威雄氏（市民部長）就任 

            ５月  指令車兼広報車（トヨタクラウン）購入、消防署に配置 

            ５月  元芦別消防団分団長  川村千代吉氏春の叙勲  勲七等単光旭日章受章 

            ８月  小型動力ポンプ付水槽車（Ⅱ型）購入、消防署に配置 

    ５８年  ５月  消防団長  大西武一氏春の褒章  藍綬褒章受章 

            ７月  芦別市消防本部・署組織規則一部改正により、消防本部は総務係、予防係 

保安係の３係、消防署は警防係、施設係、救急救助係の３係に改組。上芦別 

西芦別、頼城出張所をそれぞれ分遣所に名称変更 

            ７月  芦別市消防本部・署人事異動に伴い、消防署長兼本部次長武田榮治氏の消 

防署長を解き、消防署長後任に  日下  勲氏就任 

            ８月  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）購入、消防署西芦別分遣所に配置 

            ９月  救急自動車（２Ｂ型）購入、消防署に配置 

５９年  ３月  元消防団長  大林唯一氏より消防団旗の寄贈 

            ４月  三笠市と消防相互応援協定を締結 

４月  消防互助年金制度施行 

            ５月  三井芦別鉱業所より救急自動車（２Ｂ型）の寄贈を受け、消防署に配置 

            ６月  消防団長  大西武一氏海外消防事情視察旅行 

            ６月  北海道消防協会中空知支部より無火災表彰を受賞 

            ８月  水槽付消防ポンプ自動車購入、消防署上芦別分遣所に配置 

６０年 １月  芦別市消防長  松浦威雄氏退任 

            １月  芦別市人事異動により  茶木光義氏（福祉事務所保護課長）消防長に就任 

            １月  芦別消防団長  大西武一氏退任 

            ２月  芦別消防団人事異動により団長  小西修身氏（副団長）就任 

            ６月  第２分団公設消防設立５０周年記念式典実施 

            ６月  芦別消防団定員２８５名から２５０名に改正 

            ７月  新城地区婦人防火クラブ結成 

            ７月  北海道消防操法訓練大会に芦別消防団第１分団出場（小型ポンプの部） 

            ８月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅱ型）購入、芦別消防団第１分団に配置 

            ９月  芦別市危険物安全協会創立２０周年記念式典実施 
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昭和６０年１１月  新城地区無火災２，０００日達成式 

６１年  ８月  芦別市滝里ダム建設に伴い、芦別消防団第６分団解団、同地域を芦別消防 

団第４分団管轄区域に編入 

        ９月  芦別消防団定員２５０名から２３５名に改正 

          １０月  芦別消防団第６分団（滝里）解団に伴い、第８分団（西芦別）を第６分団 

に、第９分団（頼城）を第７分団に改組 

    ６２年  ３月  芦別市消防署長  日下  勲氏、芦別消防団  分団長  中村  清氏消防庁長 

官永年勤続功労章受章 

            ３月  芦別市消防長  茶木光義氏退任 

            ３月  芦別市人事異動により、本部次長  武田榮治氏消防長に就任（本部次長事 

務取扱） 

            ５月  芦別市防火管理者協会創立２０周年記念式典 

            ６月  石狩川水防演習参加（滝川市） 

    ６３年  ３月  芦別消防団副分団長  伊藤  研氏消防庁長官永年勤続功労章受章 

            ５月  元芦別消防団副団長  今野正信氏春の叙勲  勲五等瑞宝章受章 

            ５月  日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受け、消防署に 

配置 

平成  元年  １月  芦別市面積、８６９、１３ から８６５、０７ に改訂 

            ３月  芦別消防団分団長  野寺雄治氏  副分団長  帰山和雄氏消防庁長官永年勤 

続功労章受章 

            ３月  芦別市消防署長  日下  勲氏退任 

            ４月  芦別市人事異動により、本部次長  清澤英雄氏（福祉事務所保護課長） 

就任 

            ４月  芦別市消防本部・署人事異動により、佐々木久氏消防署長に就任 

            ４月  芦別消防団を芦別市消防団に名称を改名 

            ８月  芦別市連合消防演習を芦別市消防演習に名称を改名 

        ９月  救助工作車（１型）購入、消防署に配置 

９月  芦別市消防団第５分団設立５０周年式典 

 ２年  ２月  日本消防協会平成元年度定例表彰に芦別市消防団が優良消防団として表彰 

旗授与 

          １０月  水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）購入、芦別市消防団第４分団に配置 

          １１月  北海道共済農業協同組合連合会より救急自動車（ハイエ－ス２Ｂ）の寄贈 

を受け、消防署に配置 

          １２月  広報車（ハイエ－スバン）購入、消防署に配置 

      ３年  ２月  北海道広域消防相互応援協定に係る調印 

            ６月  芦別市消防長  武田榮治氏  芦別市消防団分団長  森田迪男氏消防庁長官 

永年勤続功労章受章 

            ７月  芦別市消防本部・署組織規則一部改正により消防本部は総務課・予防課の 

２課、消防署は警防第１課・警防第２課の２課に改組 

            ８月  消防ポンプ自動車購入、芦別市消防団第３分団に配置 

          １１月  みどり幼稚園幼年消防クラブ発会式 

      ４年  １月  芦別市消防団女性消防団員入団式 

            ３月  芦別市消防長  武田榮治氏退任  

            ４月  芦別市人事異動により本部次長  清澤英雄氏消防長に、石川正義氏（財政 

課財政係長）本部次長に就任 

            ６月  芦別連合消防後援会２５周年記念式典 

            ８月  水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）購入、消防署に配置 

 ５年  ３月  福住婦人防火クラブ結成式 
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平成 ５年  ３月  常磐婦人防火クラブ結成式 

６月  消防指令車（トヨタクラウンスーパーＤＸ）購入 

            ６月  北海道消防協会空知地方支部中空知連合消防演習実施 

          １０月  開基１００周年市制施行４０周年記念式典実施 

          １１月  小型動力ポンプ付積載車購入、芦別市消防団第２分団に配置 

      ６年  ４月  芦別市人事異動により、本部次長  石川正義氏  市選挙管理委員会に出向 

                  （事務局長）、消防署長  佐々木久氏  本部次長兼務発令 

            ５月  元芦別消防団長  大西武一氏春の叙勲  勲五等瑞宝章受章 

      ７年  ３月  芦別市消防団副団長  小野寺徳雄氏  消防庁長官永年勤続功労章受章 

            ３月  芦別市消防長  清沢英雄氏退任 

            ４月  芦別市人事異動により  酒谷孝一氏（水道課長）消防長に就任 

            ４月  元芦別市消防団副団長  中村清氏春の叙勲  勲六等単光旭日章受章 

      ８年  ３月  高規格救急自動車購入、消防署に配置 

            ７月  野花南婦人防火クラブ結成式 

          １０月  芦別市消防本部消防職員委員会設立 

          １１月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）購入、上芦別分遣所に配置  

      ９年  ３月  芦別市消防団長  小西修身氏  消防庁長官永年勤続功労章受章 

            ３月  芦別市消防長  酒谷孝一氏退任 

            ４月  芦別市人事異動により、千葉昭夫氏（財政課長）消防長に就任 

          １０月  芦別市防火管理者協会創立３０周年記念式典 

   １２月  前芦別市消防団本部部長  帰山和雄氏秋の叙勲  勲六等瑞宝章受章 

  １０年 ３月  自治体消防５０周年記念式典（東京都） 

  ３月  芦別市消防本部次長  佐々木久氏  芦別市消防団副団長  松本豊氏   

消防庁長官永年勤続功労章受章 

            ４月  芦別市消防本部・署組織規則一部改正により、消防本部は総務課・予防課 

の２課３係、消防署は警防第１課・警防第２課の２課４係に改組 

            ５月  道道美唄・富良野線富芦トンネル合同防災訓練（５月２０日開通） 

            ７月  自治体消防制度５０周年記念・平成１０年度芦別市消防演習 

    １１年  ３月  芦別市消防本部次長兼署長  佐々木久氏退任 

            ４月  芦別市消防本部・署人事異動により、戸梶宣孝氏本部次長兼消防署長に 

就任 

            ５月  消防団長  小西修身氏春の褒章  藍綬褒章受章 

            ７月  芦別市人事異動により、消防長  千葉昭夫氏  市役所に出向（総務部付）

消防長後任に  小塚芳治氏就任 

    １２年  １月  消防緊急通信指令施設Ⅰ型購入、消防本部・署に設置 

            ３月  芦別市消防長  小塚芳治氏退任 

            ４月  芦別市人事異動により、佐々木正昭氏（保健福祉部保健施設課長）消防長 

に就任 

          １１月  北海道消防表彰で芦別市消防団が優良消防団として竿頭綬を受賞 

          １１月  元芦別市消防団分団長  野寺雄治氏秋の叙勲  勲六等瑞宝章受章 

          １１月  小型動力ポンプ付水槽車購入、消防署に配置 

          １１月  財団法人日本損害保険協会より消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台寄贈

を受け、消防署に配置 

    １３年  ３月  芦別市消防本部次長兼署長  戸梶宣孝氏退任 

            ４月  芦別市消防本部・署人事異動により、熊谷憲康氏本部次長兼消防署長に 

就任 

    １３年 ５月  元芦別市消防団副団長  森田迪男氏春の叙勲  勲六等単光旭日章受章 

 



 7

平成１３年  ７月  北海道消防操法訓練大会に芦別市消防団出場（ポンプ車の部） 

１４年 ４月 芦別市消防団長 小西修身氏 北海道消防協会副会長に就任 

 ５月 芦別市消防団副団長 古田克志氏 消防庁長官永年勤続功労章受章 

    ７月 芦別市人事異動により、消防長佐々木正昭氏市役所に出向(保健福祉部長に 

発令）消防長後任に 森貞雄氏就任 

１５年 ３月 高規格救急自動車購入、消防署に配置 

        ４月 芦別市消防本部・署組織規則一部改正により消防本部は予防課を２係に 

改組、消防署は西芦別分遣所閉鎖 

      ５月 北海道道ドクターヘリ運航調整研究会協定書調印 

    ７月 北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習実施 

   １１月 元芦別市消防団分団長 伊藤研氏秋の叙勲 瑞宝単光章受章  

１６年 ３月 芦別市消防団分団長 野原彬氏 消防庁長官永年勤続功労章受章 

    ３月 芦別市消防団長 小西修身氏退任 

    ４月 芦別市消防団人事異動により団長 古田克志氏（副団長）就任 

    ５月 元芦別市消防本部次長 佐々木久氏危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章受章 

    ８月 折りたたみ式アルミボート購入、署に配置  

   １０月 芦別市消防団定員２３５名から２１５名に改正 

１７年 ３月 芦別市消防団副団長中内紘治氏消防庁長官永年勤続功労章受章 

    ３月 消防庁長官より芦別市消防本部・芦別市消防団に竿頭綬を受章 

４月 芦別市人事異動により、消防長 森貞雄氏市立芦別病院に出向（病院事務 

長に発令）消防長後任に 熊谷憲康氏就任 

４月 芦別市消防本部・署人事異動により、市川豊氏本部次長兼消防署長に就任 

４月 芦別市消防本部・署組織規則一部改正により消防本部総務課庶務係と団係 

を総務係に改組 

      ４月 消防庁長官に緊急消防援助隊登録 

      ４月 元芦別市消防署警防第１課長 伊藤貢氏 危険業務従事者叙勲瑞宝単光章

受章 

１２月 元芦別市消防本部次長兼署長 故 佐々木久氏 叙位正七位受章 

     １２月 水槽付消防ポンプ自動車（１－A型）購入、上芦別分遣所に配置 

     １２月 芦別市消防本部・署設立５０周年記念撮影 

  １８年 ２月 パラグアイへの消防車寄贈式（旧上芦別１号車） 

３月 芦別市消防長熊谷憲康氏消防庁長官永年勤続功労章受章 

芦別市消防団第１分団長斎藤勉氏消防庁長官永年勤続功労章受章 

４月 元芦別市消防団長 小西修身氏春の叙勲 瑞宝双光章受章 

４月 芦別市消防本部・署組織規則一部改正により消防本部総務課と予防課を 

        総務予防課に改組 

      ４月 芦別市消防団定員２１５名から２０５名に改正 

１１月 元芦別市消防本部総務課庶務係長 後藤富衛氏 危険業務従事者叙勲瑞宝

単光章受章 

１１月 元芦別市消防団副団長 小野寺德雄氏 秋の叙勲 瑞宝単光章受章 

  １９年 ３月 芦別市消防団第５分団長 岡本秀夫氏消防庁長官永年勤続功労章受章 

      ３月  芦別市消防長  熊谷憲康氏退任 

４月 芦別市消防本部・署人事異動により、消防長 市川豊氏就任 

４月 元芦別市消防本部次長  戸梶宣孝氏危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章 

    元芦別市消防本部予防課長 西 英昭氏危険業務従事者叙勲瑞宝単光章 

受章 

１１月 元芦別市消防長 武田榮治氏 危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章 

  ２０年 ３月 元芦別市消防団分団長 須貝一徳氏 消防庁長官永年勤続功労章受章 
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平成２０年 ３月 救助工作車Ⅱ型購入、署に配置 

      ４月 元芦別市消防署警防第１課長 永田守男氏 危険業務従事者叙勲瑞宝単光

章受章 

     １０月 全国消防長会道央地区協議会総会・全道消防職員意見発表会（芦別市） 

１１月 芦別市消防団副団長 中内紘治氏 秋の褒章 藍綬褒章受章 

１１月  北海道消防表彰で芦別市消防団が優良消防団として表彰旗を受賞 

２１年 ３月 芦別市消防長 市川豊氏 芦別市消防団分団長 甲斐勝博氏消防庁長官表

彰受章 

     １１月 芦別市消防団分団長 岡本秀夫氏 秋の褒章 藍綬褒章受章 

     １２月 道北ドクターヘリとの協定書締結 

  ２２年 ３月 芦別市消防団副団長 髙砂裕司氏 消防庁長官表彰受章 

      ３月 芦別市消防団団長 古田克志氏退任 

      ４月 芦別市消防団人事異動により団長 髙砂裕司氏（副団長）就任 

      ６月 芦別市消防団分団長 甲斐勝博氏 春の褒章 藍綬褒章受章 

     １１月 高規格救急車購入、署に配置 

     １１月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入、芦別市消防団第６分団に配置 

     １１月 芦別市消防団団長 髙砂裕司氏 秋の褒章 藍綬褒章受章 

      １１月 元芦別市消防長 熊谷憲康氏 危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章 
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平成２２年の動き 

１月 ６日 新年交礼会（福祉センター） 

６日 仕事始め  

   １０日 平成２２年消防出初式並びに防火祈願祭 

   ２３日 芦別市危険物安全協会新年交礼会 

２９日 芦別市消防三役会議、第１回消防分団長会議、消防関係者新年交礼会 

２月１８日 芦別市防火管理者協会法令研修会・新年交礼会 

２６日 芦別市消防団実務研修会（消防本部講堂） 

３月 ２日 消防職・団員健康診断 

２３日 芦別市消防団副団長 髙砂裕司氏 消防庁長官表彰伝達式 

２８日 芦別市消防団 古田克志消防団長退団式  

３１日 芦別市消防団 古田克志消防団長退団 

４月 １日 人事異動並びに辞令交付 

   １日 芦別市消防団 髙砂裕司消防団長就任 

   ６日 北海道消防学校専科教育ポンプ操法課程入校（江別市） 

   ９日 北海道消防学校初任教育課程入校（江別市） 

   ９日 芦別市消防三役会議、第２回消防分団長会議 

  １１日 芦別市鎮火祭・防火車両パレード 

  １２日 北海道消防学校初任教育課程入校式（江別市） 

２０日 春の火災予防運動（～３０日） 

２２日 芦別市防火管理者協会定期総会 

５月 ６日 芦別市危険物安全協会総会 

   １９日 芦別連合消防後援会総会 

   ２０日 奈井江町消防演習（奈井江町） 

６月 １日 北海道消防学校特別教育気管挿管講習入校（江別市） 

   ３日 芦別市消防三役会議、第３回消防分団長会議 

４日 砂川広域消防組合消防演習（砂川市） 

   １１日 芦別市消防団分団長 甲斐勝博氏 藍綬褒章伝達式 

 １３日 歌志内市消防演習（歌志内市） 

 １５日 北海道消防学校気管挿管再認定講習入校（江別市） 

２４日 芦別市防火管理者協会・芦別市危険物安全協会合同視察研修（札幌市） 

２７日 北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習（新十津川町） 

 ７月 ４日 芦別市消防演習 

    ６日 雨竜町消防演習（雨竜町） 

   １５日 北海道消防操法訓練大会（江別市） 

２６日 北空知連合消防演習（深川市） 
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 ８月 ５日 第６２回北海道消防大会（苫小牧市） 

６日 北海道消防協会中空知分会スポーツ交流会（雨竜町） 

 ９月 １日 富良野市総合防災訓練（富良野市） 

    ８日 第１６回北中空知地区消防職員スポーツ交流会（滝川市） 

    ９日 北海道消防学校専科教育救助課程入校（江別市） 

   ３０日 芦別市消防三役会議、第４回消防分団長会議 

１０月１５日 秋の火災予防運動（～３１日） 

１１月１０日 高規格救急車（トヨタハイメディック）納車 

   １１日 芦別市消防団団長 髙砂裕司氏 藍綬褒章受章 

    １２日 元芦別市消防長 熊谷憲康氏 危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章 

   １５日 第６分団車（ポンプ車）納車 

１２月 ３日 芦別市消防三役会議、第５回分団長会議 

    ８日 北海道消防学校気管挿管再認定講習入校（江別市） 

   ３０日 仕事納め 
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芦別市消防機関配置図 

分団別 
配置人員 

人 口 世 帯 
職・団員 

1人当人口 

職・団員 

1人当世帯 職 員 団 員 

本部・署 50 19
10,525 5,446 102 53

第 1 分団 34

第２分団 25 493 196 20 8

第３分団 25 416 175 17 7

第４分団 25 567 263 23 11

第５分団 32 3,998 2,067 125 65

第６分団 20 674 406 34 20

第７分団 17 324 184 19 11

合   計 50 197 16,997 8,737 69 35

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 旭川、深川 

至 

赤
平 

国道４５２号 

道々芦別赤平線

道々芦別砂川線

至 上砂川

至 

夕
張
、
三
笠

至 

富
良
野 

至 

美
瑛 

国道３８号 

国道４５２号 

消防本部 
第１分団 
（本町）

道々芦別美瑛線

第４分団 
（野花南町） 
１０Ｋｍ 

第５分団
（上芦別町）

４Ｋｍ 

第６分団
（西芦別町）

４Ｋｍ 

第７分団
（頼城町） 
１０Ｋｍ

第３分団
（新城町） 
１５Ｋｍ

第２分団
（常磐町） 
４Ｋｍ 
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芦別市の位置並びに面積 

位     置 
面  積 

東  経 北  緯 

１４２°１１′２２″ ４３°３１′０６″ 
８６５．０２  

広  ぼ  う 

東  西 南  北 周  囲 

２９．９２ｋｍ ５０．７６ｋｍ １６９．４０  

 

人口世帯 
平成２２年１２月３１日 

地 区 名 世 帯 数 
人  口 

合  計 
男 女 

本  町 ５，２３３ ４，６７７ ５，５２５ １０，２０２

旭  町 １９９ １４３ １５７ ３００

旭 町 油 谷 １１ ８ １０ １８

高 根 町 ３ ２ ３ ５

福 住 町 ２０ ２５ ３４ ５９

常 磐 町 １７６ ２０６ ２２８ ４３４

黄 金 町 ５５ ５８ ６３ １２１

豊 岡 町 ２ ２ １ ３

新 城 町 １１８ １３４ １５８ ２９２

西 芦 別 町 ３６７ ２９０ ３２０ ６１０

中 の 丘 町 ６ ５ ４ ９

緑 泉 町 １４ ８ １２ ２０

頼 城 町 １５２ １３３ １２６ ２５９

東 頼 城 町 ３３ ２９ ２６ ５５

川 岸 １２ １６ １６ ３２

青 木 沢 ６ ７ ６ １３

上 芦 別 町 ２，０６７ １，８４１ ２，１５７ ３，９９８

野 花 南 町 ２６０ ２６７ ２９１ ５５８

泉 ３ ５ ４ ９

合 計 ８，７３７ ７，８５６ ９，１４１ １６，９９７
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人口の推移 
区    分

年    別 
人     口 世 帯 数 

平 成 １ ２ 年 国 調 ２１，０２６ ８，７０１ 

平 成 １ ３ 年 ２０，９５０ ９，６８２ 

平 成 １ ４ 年 ２０，５００ ９，５９４ 

平 成 １ ５ 年 ２０，１５１ ９，５６６ 

平 成 １ ６ 年 １９，７６６ ９，４８４ 

平 成 １ ７ 年 国 調 １８，８９９ ８，２２２ 

平 成 １ ８ 年 １８，７６６ ９，２３６ 

平 成 １ ９ 年 １８，３０７ ９，１２９ 

平 成 ２ ０ 年 １７，７６８ ８，９８４ 

平 成 ２ １ 年 １７，３６９ ８，８２１ 

平成２２年１２月３１日現在 １６，９９７ ８，７３７ 

 

市勢に対する消防現勢との比較 

区分 

市勢 
消防職員１人当り 消防団員１人当り 消防車１台当り 

人 口 ３３９．９ ８６．３ １，３０７．５ 

世 帯 １７４．７ ４４．４ ６７２．１ 

面 積 １７．３０ｋ㎡ ４．３９ｋ㎡ ６６．５４ｋ㎡ 

 

市一般会計と消防費 
（単位 円） 

区分

年度別 
一般会計（Ａ） 消防費（Ｂ） 比率（Ｂ／Ａ）% 

平成２２年度予算額 １０，４６４，０００，０００ ３８３，２７５，０００ ３．６６ 

平成２１年度決算額 １０，３３２，０００，０００ ３２１，２３６，０００ ３．１１ 

平成２０年度決算額 １０，９４６，２３０，０００ ３３１，２７８，０００ ３．０３ 

平成１９年度決算額 １１，２６８，７３０，０００ ３４９，８０８，０００ ３．１０ 

平成１８年度決算額 １２，１４８，０６７，０００ ３８０，９６９，０００ ３．１４ 

 

市民と消防費並びに火災損害額 
（単位 円） 

区分 

 

年度別 

消防費 

（予算見込み） 

火災 

損害額 

１ 人 当 り １ 世 帯 当 り 

消防費 
火 災

損 害 額 
消防費 

火 災

損 害 額

平成２２年 383,275,000 4,326,000 22,550 255 43,868 495 

平成２１年 321,236,000 14,363,000 18,495 827 36,417 1,628 

平成２０年 331,278,000 13,058,000 18,645 735 36,874 1,453 

平成１９年 349,808,000 30,685,000 19,108 1,676 38,318 3,361 

平成１８年 380,969,000 3,170,000 20,301  169 41,248  343 
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芦別市消防機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 務 係

予 防 係

指 導 係

総務予防課

保 安 係

救急救助係

警防第２課

消 

防 
署

消 

防 

本 

部 

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

第 ６ 分 団

第 ７ 分 団

消防団本部

（女性消防部含む） 

消

 

防

 

団 

芦

別

市

長 

上芦別分遣所

頼 城 分 遣 所

警 防 係

管 理 係

警防第１課

消 防 隊
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消防職員数 
階級別

区 分 

司令長 

消防長 
司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 合 計 

定  員 階 級 別 定員 なし ５５

実  員 １ ８ ２９ ７ ３ ２ ５０

職員配置状況 
階級別

職課名 

司令長

消防長
司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 合 計 

本

部 

消 防 長 １  １

次 長 １  １

総務予防課 (１) １ １３ ４  （１）１８

署

・
分

遣

所

署 長 １  １

警防第１課 ３ ８ ２ １ １４

警防第２課 ２ ８ １ ２ ２ １５

上芦別分遣所 本部・署職員毎日派遣 ０

頼 城 分 遣 所 本部・署職員毎日派遣 ０

合 計 １ （１） ８ ２９ ７ ３ ２ （１） ５０

※ （ ）内は兼務・・・配置人数に含めない。 

職員年齢状況 
階級別

年 齢 

司令長 

消防長 
司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 合 計 

２０歳未満    

２０歳以上～２５歳未満    

２５歳以上～３０歳未満  ４ ３ ２ ９

３０歳以上～３５歳未満 ６ ３  ９

３５歳以上～４０歳未満 １０  １０

４０歳以上～４５歳未満 ６  ６

４５歳以上～５０歳未満 ２  ２

５０歳以上～５５歳未満 １ ５  ６

５５歳以上 １ ７  ８

合 計 １ ８ ２９ ７ ３ ２ ５０

職員勤続年数 
階級別

勤続年数 

司令長

消防長
司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 合 計 

５年未満 １ ２ ３

５年以上～１０年未満 ５ ２ ７

１０年以上～１５年未満 ５ ２  ７

１５年以上～２０年未満 １２  １２

２０年以上～２５年未満 １  １

２５年以上～３０年未満 ６  ６
３０年以上～３５年未満 ３ ５   ８

３５年以上 １ ５    ６

合 計 １ ８ ２９ ７ ３ ２ ５０

  
 



16 
 

歴代消防長 

区分 

代別 
氏  名 就任年月日 退職年月日 勤続年数 備  考 

初  代 大 西 駒 太 郎 昭和３０．１２． １ 昭和３４．１２． １ ４． １ 

二  代 沢 内 精 冶 昭和３４．１２．３１ 昭和４１． ９． ５ ６．１０ 事務取扱 

三  代 菅 田 英 太 郎
昭和４１． ９． ６

昭和４５．１０． １
昭和４８． ７． １

４． １ 

２． ９ 
職務代理者 

四  代 高 島 勇 太 郎 昭和４８． ７． １ 昭和５１． ４．１６ ２． ９ 
 

五  代 島 田 好 男 昭和５１． ４．１６ 昭和５２． ４． １ ０．１１ 事務取扱 

六  代 熊 谷 文 一 昭和５２． ４． １ 昭和５４． ７． ５ ２． ３ 

七  代 石 川  孚 昭和５４． ７． ５ 昭和５７． ３．３１ ２． ８ 

八  代 松 浦 威 雄 昭和５７． ４． １ 昭和６０． １．１６ ２． ９ 

九  代 茶 木 光 義 昭和６０． １．１６ 昭和６２． ３．１７ ２． ２ 

十  代 武 田 榮 治 昭和６２． ３．１７ 平成 ４． ３．３１ ５． １ 

十一代 清 澤 英 雄 平成 ４． ４． １ 平成 ７． ３．３１ ３． ０ 

十二代 酒 谷 孝 一 平成 ７． ４． １ 平成 ９． ３．３１ ２． ０ 

十三代 千 葉 昭 夫 平成 ９． ４． １ 平成１１． ６．３０ ２． ３ 

十四代 小 塚 芳 治 平成１１． ７． １ 平成１２． ３．３１ ０． ９ 

十五代 佐 々 木 正 昭 平成１２． ４． １ 平成１４． ６．３０ ２． ３ 

十六代 森  貞 雄 平成１４． ７． １ 平成１７． ３．３１ ２． ９ 

十七代 熊 谷 憲 康 平成１７． ４． １ 平成１９． ３．３１ ２． ０ 

十八代 市 川  豊 平成１９． ４． １  
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歴代消防本部次長 

区分 

代別 
氏  名 就任年月日 退職年月日 勤続年数 備  考 

初  代 原 田   最 昭和４６．１０．１１ 昭和４９． ８． １ ２．１０ 昭 和 ４９． ７． １署 長 兼 務 

二  代 柳 原 次 郎 昭和４９．１０． １ 昭和５３． ８．１７ ３．１１
 

三  代 大 関 富 雄 昭和５３． ９． １ 昭和５６．１２．１６  ３． ４ 署長兼務 

四  代 武 田 榮 治 
昭和５６．１２．１６

昭和６２． ３．１７
平成 元． ３．３１

５． ３

２． １
事務取扱 

五  代 清 澤 英 雄 平成 元． ４． １ 平成 ４． ３．３１ ３． ０
 

六  代 石 川 正 義 平成 ４． ４． １ 平成 ６． ３．３１ ２． ０
 

七  代 佐々木   久 平成 ６． ４． １ 平成１１． ３．３１ ５． ０
 

八  代 戸 梶 宣 孝 平成１１． ４． １ 平成１３． ３．３１ ２． ０
 

九  代 熊 谷 憲 康 平成１３． ４． １ 平成１７． ３．３１ ４． ０
 

十  代 市 川   豊 平成１７． ４． １ 平成１９． ３．３１ ２． ０
 

十一 代 早 松 久 志 平成１９． ４． １ 平成２２． ３．３１ ３． ０
 

十二 代 水 尾 誠 二 平成２２． ４． １  
 

 

歴代消防署長 

区分 

代別 
氏  名 就任年月日 退職年月日 勤続年数 備  考 

初  代 小山田敬次郎 昭和３０．１２． １ 昭和３５． ８．３１ ４． ９  

二  代 島 田 好 男 昭和３５．１０． １ 昭和４１． ４．２０ ５． ７  

三  代 菅 田 英 太 郎 昭和４１． ４．２０ 昭和４８． ７． １ ７． ３  

四  代 原 田   最 昭和４８． ７． １ 昭和４９． ８． １ １． １  

五  代 柳 原 次 郎 昭和４９． ８． １ 昭和５３． ９． １ ４． ０ 昭 和 ４ ９ ．１ ０ ． １ 本 部 次 長 兼 務 

六  代 大 関 富 雄 昭和５３． ９． １ 昭和５６．１２．１６ ３． ９  

七  代 武 田 榮 治 昭和５６．１２．１６ 昭和５８． ７． １ １． ７ 本部次長兼務 

八  代 日 下   勲 昭和５８． ７． １ 平成 元． ３．３１ ５． ９  

九  代 佐々木     久 平成 元． ４． １ 平成１１． ３．３１ １０． ０  

十  代 戸 梶 宣 孝 平成１１． ４． １ 平成１３． ３．３１ ２． ０ 本部次長兼務 

十一代 熊 谷 憲 康 平成１３． ４． １ 平成１７． ３．３１ ４． ０ 本部次長兼務 

十二代 市 川   豊 平成１７． ４． １ 平成１９． ３．３１ ２． ０ 本部次長兼務 

十三代 早 松 久 志 平成１９． ４． １   Ｈ１９～Ｈ２１まで本部次長兼務 
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職員の学校及び自治研修所派遣状況 
年 別

学校・研修所別 

昭和３０年

平成１７年

平 成

１８年

平 成

１９年

平 成

２０年 

平 成

２１年 

平 成

２２年 
合 計

消防大学校 
上 級 幹 部 科 ４ ４

研 究 科 １ １

北 海 道 

消 防 学 校 

幹 部 教 育 ２２ ２２

初 任 教 育 ７９ １ １ ８１

専 科 教 育 １２５ ４ ２ ２ ２ ４ １３９

北 海 道 

自治研修所 

法政事務研修 ６ ６

監 督 者 研 修 ５ ５

上 級 職 研 修 ３ ３

そ の 他 ２    ２

合     計 ２４７ ５ ２ ２ ２ ５ ２６３

職員技能者数 
階級別

技術区分 

司令長 

消防長 
司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 合 計 

大 型 免 許 １ ８ ２６  １ １ ３７

普 通 免 許 ３ ７ ２ １ １３

大 型 特 殊 免 許 １ ２ ２   １ ６

け ん 引 免 許 １    １

特殊無線技士資格者 ７ ４ １ １ １３

アマチュア無線技師 １ ３ １  ５

危険物取扱資格者 １ ５ １３ ５ ２ １ ２７

衛生管理者資格者 １ ２ １  ４

アセチレンガス溶接資格者 １ ３ １４  １８

足場組立作業主任者 ２ １４ １  １７

酸素欠乏危険作業主任者 ３ ３ ２  ８

二級小型船舶操縦士 １ １１  １２

小型移動式クレーン １ １ １１ ３  １６

玉 掛 け １ １１ ３  １５

救 急 救 命 士 １ ５ １ ３ ２ １２

救急標準課程修了者 ８ ６  １４

救急Ⅱ課程修了者 ５ １４  １９

救急Ⅰ課程修了者 ３ ２  ５

消防団員定員並びに階級別実員数 

 

分団名 

実員 
団  長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部   長 班   長 団   員 合   計 

定 員

本 部 ５ １ ３ １  ５

女性消防部 １５   １ ４ ９ １４

第 １分 団 ３５ １ １ ３ ７ ２２ ３４

第 ２分 団 ２５ １ １ ３ ５ １５ ２５

第 ３分 団 ２５ １ １ ３ ５ １５ ２５

第 ４分 団 ２５ １ １ ３ ５ １５ ２５

第 ５分 団 ３５ １ １ ３ ６ ２１ ３２

第 ６分 団 ２０ １ １ ３ ５ １０ ２０

第 ７分 団 ２０ １ １ ３ ５ ７ １７

合 計 ２０５ １ ３ ８ ７ ２２ ４２ １１４ １９７

 



春秋・危険業務従事者叙勲受章者名簿

消防本部

受章年度 氏　　名 役　職

昭和４５年（春） 大西駒太郎 元消防長

平成１６年春（危） 佐々木　久 元司令長

平成１７年春（危） 伊藤　　貢 元司令

平成１８年秋（危） 後藤　富衛 元司令補

平成１９年春（危） 戸梶　宣孝 元司令長

平成１９年春（危） 西　　英昭 元司令

平成１９年秋（危） 武田　榮治 元消防監

平成２０年春（危） 永田　守男 元司令

平成２２年秋（危） 熊谷　憲康 元消防監

消防団

受章年度 氏　　名 役　職

昭和４５年（秋） 川島千代作 元分団長

昭和５６年（秋） 古田　松雄 元副団長

昭和５７年（春） 川村千代吉 元分団長

昭和６３年（春） 今野　正信 元副団長

平成　６年（春） 大西　武一 元団長

平成　７年（春） 中村　　清 元副団長

平成　９年（秋） 帰山　和雄 元分団長

平成１２年（秋） 野寺　雄治 元分団長

平成１３年（春） 森田　迪夫 元副団長

平成１５年（秋） 伊藤　　研 元分団長

平成１８年（春） 小西　修身 元団長

平成１８年（秋） 小野寺徳雄 元副団長

叙位受章者名簿
消防本部

受章年度 氏　　名 役　職

平成１４年 日下　　勲 元司令

平成１７年 佐々木　久 元司令長

褒章受章者名簿
消防団

受章年度 氏　　名 役　職

昭和５８年 大西　武一 元団長

平成１１年 小西　修身 元団長

平成２０年 中内　紘治 副団長

平成２１年 岡本　秀夫 分団長

平成２２年 甲斐　勝博 分団長

平成２２年 髙砂　裕司 団長藍綬褒章

藍綬褒章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

藍綬褒章

瑞宝単光章

正七位

藍綬褒章

受章名

瑞宝双光章

瑞宝単光章

受章名

従七位

勲六等単光旭日章

勲六等瑞宝章

勲六等瑞宝章

勲六等単光旭日章

受章名

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

勲五等瑞宝章

勲七等単光旭日章

藍綬褒章

勲七等単光旭日章

藍綬褒章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝双光章

受章名

勲六等瑞宝章

勲五等瑞宝章

勲五等瑞宝章
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消防庁長官表彰（永年勤続功労章）

消防本部

消防団

該当区分 職 団 職 団 団 職 職 団 職 団 職 団 団 団 職 団

8 19 6 4 15 7 18 6 5 7 81

8 8

2 4 6 12

5 5 10

1 1

５年以上 1 5 1 5
１０年以上 9 7 16
１５年以上 3 5 3 5
２０年以上 5 1 6
２５年以上 3 4 3 4
３０年以上 5 4 5 14
３５年以上

４０年以上

平成１９年 須貝　 一徳 分団長

中
空
知
分
会
分
会
長

平成２１年 髙砂　裕司 副団長

団
長
表
彰

合
　
計

市
　
長

全
国
消
防
長
会
会
長

日
本
消
防
協
会
会
長

北
海
道

消
防
協
会
会
長

功　　労　　章

精　　績　　章

勤　　続　　章

空
知
地
方

支
部
支
部
長

区　　分

消
防
庁
長
官

北
海
道
知
事

　

　　　　　　　　　種　別

勤
続
章
内
訳

表彰状況

平成　２年

被　表　彰　者　数

表
彰
区
分

特別功績章

永年勤続退団者

功　　績　　章

永年勤続功労章

受章年度
昭和６１年

平成　９年
平成１７年

武田　榮治
佐々木　久
熊谷　憲康

昭和６３年
平成　２年

氏　　名

森田　迪夫

平成２０年 市川　　豊

帰山　和雄
野寺　雄治

役　職
司　令
消防監
司令長

氏　　名
日下　　勲

平成１８年
平成１７年

平成　６年

消防監

受章年度
昭和６１年
昭和６２年
昭和６３年

伊藤　　研
中村　　清

中内　紘治

平成　８年
平成　９年

平成１６年
平成１５年
平成１３年

団　長
小野寺徳雄
小西　修身

野原　　彬
古田　克志
松本　　豊

副団長
斎藤　　勉
岡本　秀夫

役　職
分団長

副分団長
分団長

副分団長
分団長
副団長

善　　行　　者

司令長

平成２０年 甲斐　勝博 分団長

分団長
分団長

副団長
副団長
分団長
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11 11

1 36 37

3 32 35

1 9 18 28

2 4 18 9 33

1 4 4 3 12

2 6 3 2 13

1 1 1 3 3 4 1 14

1 2 2 4 2 11

1 2 3

1 3 8 7 22 42 114 197

消防団幹部名

第 4 分 団

団本部

副　団　長 分　団　長

斎　藤　 　　勉

伊　藤 吾輝夫

橋　浦　正　広

田　川　吉　栄

中　内　紘　治

土　山　孝　一

第 6 分 団

第 7 分 団

団　　　　長

髙　砂　裕　司

所属

階級別

第 1 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

第 5 分 団

石　田　敏　昭

泉　田　英　利

甲　斐　勝　博

脇　島　真　一

岡　本　秀　夫

坂　下　明　治

川　村　正　洋

川　上　義　啓

水　島　康　夫

小　野　英　開

副分団長

中　谷　義　晴

澤　田　幸　一

部   長 班   長 団   員 合   計

15年〃 20年 〃

消防団員勤続年数
階級別

勤続年数

１年未満

副 団 長 分 団 長 副分団長

40年以上

合　　　　計

団　 長

20年〃 25年 〃

25年〃 30年 〃

30年〃 35年 〃

35年〃 40年 〃

１年以上 ５年未満

５年 〃 １０年 〃

10年〃 １5年 〃
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1 1

6 6

13 13

2 25 27

1 5 17 23

1 3 21 25

1 1 3 11 11 27

1 3 7 9 20

1 2 6 12 7 28

1 2 4 3 8 2 4 24

1 2 3

1 3 8 7 22 42 114 197

増 減

1 10

1 3

6 5 6

1 1 4

1 1 1

1 1 4

1 2 3

2 1 1

1 2 6

13 14 0 0 38

階級別

年齢別

所　　属

消防本部・署

消
防
団

第6分団

第7分団

55歳 〃 60歳 〃

65歳以上

60歳 〃 65歳 〃

合　　　　計

団本部

第1分団

合　　　　　　　計

区　分

消防団員年齢状況

任免状況

20歳未満

20歳以上25歳未満

25歳 〃 30歳 〃

30歳 〃 35歳 〃

35歳 〃 40歳 〃

40歳 〃 45歳 〃

45歳 〃 50歳 〃

50歳 〃 55歳 〃

市　　　異　　　動
昇任等採　　用 退　　職

第2分団

第3分団

第4分団

第5分団

団   員 合   計団　 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部   長 班   長
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消防施設（建物）一覧 

区分 

 

 

 

所管 

所 在 地 構 造 竣 工 年 延 面 積 敷 地 面 積

本 部 ・ 署 

第 １ 分 団 

芦別市北１条 

東１丁目３番地

鉄筋 

コンクリート
Ｓ４４年 ７８０.００ 6.528.00

第 ２ 分 団 
芦別市常磐町 

３３１番地４ 

木造 

モルタル
Ｓ４１年 ２２７.１８ 403.15

第 ３ 分 団 
芦別市新城町 

１８６番地１ 

木造 

モルタル
Ｓ４８年 １３９.７３ 326.44

第 ４ 分 団 
芦別市野花南町

９７７番地１８

木造 

モルタル
Ｓ５０年 １４３.６４ 390.11

上芦別分遣所 

第 ５ 分 団 

芦別市上芦別町

５１８番地１４

木造 

モルタル
Ｓ５４年 １９７.６４ 623.73

第 ６ 分 団 
芦別市西芦別町

８１番地１ 

木造 

モルタル
Ｓ５２年 １９７.６４ 1,001.76

頼城分遣所 

第 ７ 分 団 

芦別市頼城町 

４番地 

木造 

モルタル
Ｓ５３年 １９７.６４ 696.50
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消防緊急通信指令装置回線構成 

名 称 容 量 実 装 単 位 記 事 

１ １ ９ 番 受 付 ６ ４ 回 線  

携 帯 1 1 9 番 受 付 ４ ４ 回 線 携帯会社４社、ひかり電話

ソフトバンクテレコム 

１１９番受付 
２ ２ 回 線  

指 令 回 線 ３ ２ 回 線  

局 線 ４ ２ 回 線  

内 線 ２ ２ 回 線  

録 音 回 路 ２ ２ 回 線 １１７番時報同時録音 

放 送 回 路 １ １ 回 線  

テレオート・サービス回路 １ １ 回 線 ３回線 

時 計 表 示 １ １ 回 線  

病院車両表示回線 ４０ ４０ 回 線  

Ｆ Ａ Ｘ 回 線 １ １ 回 線  

無線局 

名 称 無 線 通 信 施 設 

呼 出 名 称

基地局 あししょう 

固定局 あししょう ときわしょうぼう しんじょうしょうぼう 

    かみあししょうぼう にしあししょうぼう みつびしし

ょうぼう のかなんしょうぼう らいじょうしょうぼう 

周波数（ＭＨｚ）

消防波  １４９．６３ 

救急波  １４３．７６  １４７．７６ 

共通波  １５０．７３ 

通 信 方 式
消防波・共通波  単信方式 

救急波      複信方式 

無 線 局 数
基地局 １ 固定局 ８ 

陸上移動局  ３５（車載１７  携帯１８） 

電 波 方 式 ＶＨＦ  Ｆ３Ｅ  １６ＫＯＦ２Ｄ 

空 中 線 電 力
基地局  １０Ｗ  陸上移動局（車載１０Ｗ・携帯５Ｗ、１Ｗ）

固定局  ０、０２Ｗ、２Ｗ、５Ｗ、１０Ｗ 

受 令 機 数 ５８  （職員非常招集用） 
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消防無線電話の配置及び呼出し名称 

    Ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 旭川、深川 

至 

赤
平 

国道４５２号 

道々芦別赤平線

道々芦別砂川線

至 上砂川 

至 

夕
張
、
三
笠 

至 

富
良
野 

国道３８号

国道４５２号 

道々芦別美瑛線

消防本部・署 
基地局 あししょう 
固定局 あししょう 
移動局 芦消１～４、６ 
    芦消救工、芦消指令 
    芦消救急１、２ 
    芦消携帯１～１０

第３分団 
固定局 しんじょう消防 
移動局 芦消新城・芦消携帯新城 

第２分団 
固定局 ときわ消防 
移動局 芦消常磐・芦消携帯常磐

上芦別分遣所 
第５分団 
固定局 かみあし消防、みつびし消防

移動局 芦消上芦１、２ 
    芦消携帯上芦１、２ 

第４分団 
固定局 のかなん消防 
移動局 芦消野花南・芦消携帯野花南 

第６分団 
固定局 にしあし消防 
移動局 芦消西芦・芦消携帯西芦 

頼城分遣所 
第７分団 
固定局 らいじょう消防 
移動局 芦消頼城１、２ 
    芦消携帯頼城１、２ 
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消防緊急通信指令装置系統図 
 

市役所代表局線 

（２２－２１１１） 

 

消防署代表局線 

（２２－３１０６） 

FAX２３－１９６０ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示盤４０回線 

切替 

ヘルプブザー 

非常受付電話機 

１１９番回線 

時刻（NTT）

切替 NTT 局線及び

交換機内線  

放送装置

シャッター

指令回線

内線

指 
 

令 
 

台

制

 

御

 
部

電源装置 

分遣所（上芦別、頼城） 

市
庁
舎
交
換
機 

ソフトバンクテレコム１１９番受付  

携帯１１９番受付 携帯電話 
(代) ２２－３９４９ 

火災案内装置 案内局線

消
防
本
部
・
署
、
第
１
分
団 

基
地
局
（
あ
し
し
ょ
う
） 

無
線
式
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置

第
２
分
団
（
常
磐
町
） 

℡
２
２
―
３
３
０
０

第
３
分
団
（
新
城
町
） 

℡
２
８
―
２
０
３
４

第
４
分
団
（
野
花
南
町
） 

℡
２
７
―
３
３
４
４ 

上
芦
別
分
遣
所
第
５
分
団 

（
上
芦
別
町
） 

℡
２
２
―
８
７
９
０ 

第
６
分
団
（
西
芦
別
町
） 

℡
２
５
―
７
０
２
８ 

頼
城
分
遣
所
第
７
分
団 

（
頼
城
町
） 

℡
２
５
―
５
０
０
９ 

録音装置
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車両現勢一覧表 
区分 

 

所属 

車 名 型 式 種 別 年 式 車令

ポンプ 

備考 
艤装会社 級別

消 
 

防 
 

署 

日 野
KL-FQ 

1KRHA 

小型動力ポンプ

付水槽車 

平成 

１２年
１０

北海道 

モリタ 
B-3 

Ⅱ型 

10，000 ㍑ 

日 野
U-FD 

3HGAA 

水槽付 

ポンプ車 

平成 

４年 
１８

北海道 

モリタ 
A-2 

水槽 

2，000 ㍑ 

日 野
BDG-GX 

7JGWA 
救助工作車 

平成 

２０年
２ 

 

 

 小型動力ポンプ

クレーン積載 

トヨタ
CBF-TRH

226S 
救急車 

平成 

２２年 
０ 

  
高規格車 

トヨタ
TC-VCH 

38S 
救急車 

平成 

１５年 
７ 

  
高規格車 

トヨタ
E-GS 

130G 
指令車 

平成 

５年 
１７ 

   

トヨタ
U-LH 

129S 
広報車 

平成 

２年 
２０ 

  北海道農業協同組

合連合会寄贈 

第１分団 

いすゞ
P-FRR 

12D 
ポンプ車 

昭和 

６０年 
２５ 

北海道 

モリタ 
A-2 

小型動力 

ポンプ積載 

三 菱
KK-FG 

53ED 
ポンプ車 

平成 

１２年 
１０ 日本機械 A-1 

小型動力 

ポンプ積載 

日本損害保険協

会寄贈 

第２分団 三 菱
U-FG 

337E 

小型動力ポンプ

付積載車 

平成 

５年 
１７

北海道 

モリタ 
B-2 

小型動力 

ポンプ積載 

第３分団 三 菱
U-FG 

337C 
ポンプ車 

平成 

３年 
１９

北海道 

モリタ 
A-2 

小型動力 

ポンプ積載 

第４分団 いすゞ
U-FRR 

32F 
水槽付ポンプ車

平成 

２年 
２０

北海道 

モリタ 
A-2 

水槽 

2，000 ㍑ 

小型動力 

ポンプ積載 

第５分団 

いすゞ
P-FRS 

35G3J 

災害対応特殊 

水槽付ポンプ車 

平成 

１７年
５ 日本機械 A-2 

水槽 

1，500 ㍑ 

三 菱
KC-FG 

538D 
ポンプ車 

平成 

８年 
１４

北海道 

モリタ 
A-2 

小型動力 

ポンプ積載 

第６分団 トヨタ
BDG-XZU

378 
ポンプ車 

平成 

２２年
０ 日本機械 A-2 

小型動力 

ポンプ積載 

第７分団 

いすゞ
P-FRR 

12FAV 
水槽付ポンプ車

昭和 

６３年
２２ 日本機械 A-2 

水槽 

2，000 ㍑ 

日本損害保険協

会寄贈 

いすゞ K-TLD 

44 
ポンプ車 

昭和 

５５年 
３０ 

北海道 

モリタ 
B-1 

小型動力 

ポンプ積載 

 

 



 
 

28

年間車両使用状況 

区分 

 
火

災

出

動 

救

急

出

動 

救

助

出

動 

風
水
害
等
の
災
害 

演

習

訓

練 

訓

練

指

導 

警

防

調

査 

火

災

調

査 

特

別

警

戒 

遭

難 

予

防

査

察 

誤

報 

そ

の

他 

延

回

数 
消

費

燃

料 

走

行

粁

数 

車名 

署 １ 号 車 12 14        18 44 312 408

署 ２ 号 車 12 1 5  1      18 37 184 333

署救助工作車 7 12 1 3  7 30 552 812

署救急１号車 753 1  55 809 3071 15021

署救急２号車 60  4 64 211 1189

署 指 令 車 5 7 2 3 7 1 4 42 63  259 393 953 7587

署 広 報 車 2 3 2 8 2 44 10 2 32  441 546 1136 11054

第１分団１号車 4 12  3 19 72 486

第１分団２号車 4  17  13    14 48 194 764

第２分団車 2 8 1 4  16    2 33 108 571

第３分団車 1 2    18    3 24 158 615

第４分団車 8    25    2 35 176 663

第５分団１号車 5 4 1 34  34    12 90 385 1855

第５分団２号車 5 5 1   28    2 41 218 488

第６分団車 1 6  36  19    4 66 251 1238

第７分団１号車 1 2  25  40    12 80 218 1278

第７分団２号車 15 21  19 55 160 812

計 53 813 23 5 92 12 162 14 270 95  875 2414 8359 45174

※ 救急出動として市立芦別病院救急車で３件出動している。 
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小型動力ポンプ現勢一覧表 
区分 

 

所属 
名  称 型式 馬力 購 入 年 月 経過年数 級  別 

消 防 署 ト－ハツ V20ES １５ H １５． ８ ７ C-１ 

第１分団 ト－ハツ V20DS １５ H １２．１１ １０ C-１ 

第１分団 シバウラ TF10SE １３ S ５５． ５ ３０ C-１ 

第２分団 ト－ハツ V20BS １５ H  ５．１１ １７ C-１ 

第３分団 ラビット P381SV １５ H １２． ５ １０ C-１ 

第４分団 ト－ハツ V20ES １５ H １４． ６ ８ C-１ 

第５分団 ト－ハツ V20CS １５ H  ８．１１ １４ C-１ 

第６分団 ト－ハツ V20ES １５ H ２２．１０ ０ C-１ 

第７分団 ラビット P303B １３ S ５４．１０ ３１ C-１ 

ホース配置状況 
種別

所属 
５０㎜ホース ６５㎜ホース 計 

消 防 署 

第 １ 分 団 
４７ １６７ ２１４ 

第 ２ 分 団  ４０ ４０ 

第 ３ 分 団  ４０ ４０ 

第 ４ 分 団  ４０ ４０ 

第 ５ 分 団 ８ １０６ １１４ 

第 ６ 分 団  ４０ ４０ 

第 ７ 分 団 ６ ７４ ８０ 

計 ６１ ５０７ ５６８ 

過去５年間に整備した主要消防施設 
施設名 

 

 消防自動車 小型動力ポンプ
消防用無線機 

通信施設 
消防水利 

年度別 

１８年度    防火水槽 40m Ⅱ型 １基

１９年度 救助工作車   携帯用無線機 ２台  

２０年度    消火栓        １基 

２１年度    消火栓        １基

２２年度 
高規格救急車 

6 分団ポンプ車 

ト－ハツ

V20ES１台 
 消火栓        １基

計 ３台 １台 ２台 
防火水槽 40m Ⅱ型 １基

消火栓        ３基
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全 市 水 利 状 況 

区 分 

 

 

 

 

 

 

 

地区別 

消 火 栓 小 

 

 

 

 

計 

防火水槽 小 

 

 

 

 

計 

合 

 

 

 

 

計 双 口 単 口

４０  

 

 

以 上

４０   

 

 

未 満 

本 町 地 区

 

第 １ 分 団

６ １０９ １１５ ５０ ６ ５６ １７１

常 磐 町 地 区

 

第 ２ 分 団

 ２ ２ ３ ２ ５ ７ 

新 城 町 地 区

 

第 ３ 分 団

 ６ ６ ２ １ ３ ９ 

野 花 南 町 地 区

 

第 ４ 分 団

 ５ ５ １ ３ ４ ９ 

上 芦 別 町 地 区

 

第 ５ 分 団

 ６６ ６６ ２２ ４ ２６ ９２ 

西 芦 別 町 地 区

 

第 ６ 分 団

 ２１ ２１ ７ ５ １２ ３３ 

頼 城 町 地 区

 

第 ７ 分 団

 １７ １７ ７ ４ １１ ２８ 

合 計 ６ ２２６ ２３２ ９２ ２５ １１７ ３４９

 





原因別

出
　
火
　
率

合
　
　
　
計

放
火

、
放
火
の
疑
い

そ
 

の
 

他

不
 
 
 

明

3

4 2

4.78２２年 1 1

タ
 

バ
 
コ

コ
 
ン
 
ロ

原因

年別

ス
ト
ー

ブ

、
煙
突

1

4

4

1

電
気

、
配
線

　
火
入
れ

、
た
き
火

、

ゴ
ミ
焼

風
呂

、
カ
マ
ド

焼
 

却
 

炉

排
 

気
 

管

灯
　
　
　
火

溶
接
の
火
花

穀
物
乾
燥
機

内
 

燃
 

機
 

関

区分

△ 6 1

り　災

1

15

183 3

14,363

△ 10,037

1

2

51

2 1 3

1

1 2

1

1 1 4

1２１年

２０年

3

1 2 2 1

１９年

１８年

1

1

1

1

2△ 2

11

△ 2

3

△ 3

7２１年

0 10

1

△ 1

1 6 3

△ 2

5 3２２年

比　較

8 1

10

△ 2

1

2

人
 
 

員

死
 

者
 

数

1

林
 
 

野

21

1

35

負
傷
者
数

4

損害額
（千円）

計

死傷者

世
 

帯
 

数

焼　 損
床面積
（㎡）

焼　 損
表面積
（㎡）

火　　災　　種　　別
焼

 

損
 

棟
 

数

※　出火率とは、人口1万人あたりの出火件数をいう。

※　△は前年度比較の減。

過去５年間の出火原因調べ

9.4

10

19

12

5.6

10.5

車
 
 

両

そ
 

の
 

他

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

2 4,326

6.4

火災の概況

件
 
 
 
 

数

建　　　　物

201

△ 54

147

42

△ 42

31



区分

月別

66

575

4,326147

2,100

1,439

81

212

538 1 1

33 2 2

2

2 1 1 2

2

12 1 2

11

12

5

6

9

10

11

損害額
（千円）

7

8

1

2

3

4

1 1

月別火災発生状況

焼　 損
床面
積

（㎡）

焼　 損
表面
積

（㎡）

死
 

者
 

数

負
傷
者
数

死傷者件
　
 
 
　
数

計

建　　　　物

火　　災　　種　　別

林
　
 

野

車
 
　
両

合　計 1 32 2 5

そ
 

の
 

他

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

焼
 

損
 

棟
 

数

り　災

世
 

帯
 

数

人
 
　
員

1 1

1 11 11

2 4

32



区分

時間別

400

死
 

者
 

数

負
傷
者
数

死傷者
焼

 

損
 

棟
 

数

世
 

帯
 

数

り　災件
　
 
 
　
数

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

建　　　　物
人
 
　
員

林
　
 

野

車
 
　
両

そ
 

の
 

他

時間別火災発生状況

ぼ
　
や

損害額
（千円）

焼　 損
床面
積

（㎡）

焼　 損
表面
積

（㎡）計

火　　災　　種　　別

0～1

2

1

2

2,100

1～2

2～3 1 1 1 1

3～4

4～5

5～6

6～7

7～8

8～9

9～10

10～11

11～12

12～13 1 1

13～14 1 1 1 1 1

14～15 2 1 1

15～16 1 1 1 2 1 2

16～17 1 1 1 1 1 1 1

17～18

18～19

19～20

20～21

21～22

22～23

123～24 1

不　 明

2 4合　 計 8 1 1 2 2 5 3 5 1 3

55

11

81

147

175

212

378

1,061

※　(　)は、林野火災焼損面積。(単位：ａ)

4,326

33



川　　  岸

奥  芦  別

管轄区域別火災発生状況

△ 1,349

4001

△ 2 0

△ 10,0378 4,326 10 14,363 △ 2

3 3,5393 3,539

1 1,349 △ 1

400

2 175 1 250 1 △ 75

212 6

2

第６分団

第７分団

西芦別町

中の丘町

合　　　　計

2

1

常  磐  町

福  住  町

新  城  町

豊  岡  町

緑  泉  町

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

本　 　 町

旭　  　町

高  根  町

損害額（千円）

東頼城町

頼  城  町

黄  金  町

野花南町

泉

上芦別町

△ 4 △ 12,552

年別

地区別

（ Ａ ） （ B ）

旭町油谷

12,764

件 数 損害額（千円）件 数 損害額（千円）件 数

増　　　　減

（ Ａ ）－（ Ｂ ）

平 成 ２２ 年 平 成 ２ １ 年

34



年別

30 28 3,047 36,346 501 2,686 3

31 50 4,441 146,879 2,157 10,983 9

32 32 1,318 13,579 182 986 17 2

33 22 1,345 7,422 98 528 25

34 28 2,636 22,126 295 1,584 23

35 43 3,111 34,219 466 2,468 17 2

36 35 3,845 55,938 783 4,147 24 2

37 21 3,324 17,367 248 1,276 36 1

38 36 2,165 17,019 255 1,271 42

39 22 5,909 105,709 1,765 8,509 41

40 22 3,500 40,720 781 3,164 43 4

41 19 4,502 56,203 991 4,533 32

42 22 3,638 34,072 622 2,783 30 1

43 22 2,457 22,142 423 1,864 37

44 24 3,923 87,877 1,924 6,840 23 2

45 28 4,164 51,877 1,188 4,103 26

46 28 4,165 39,932 931 3,159 26 1

47 11 232 63,980 1,578 5,233 28

48 16 1,608 111,381 2,856 9,275 27

49 20 (15)3,065 85,352 2,245 7,199 13 2

50 11 1,269 57,965 1,560 4,948 9 1

51 9 (526)1,166 37,597 1,029 3,213 6

52 8 1,025 31,048 862 2,666 12

53 14 (144)  881 31,828 903 2,756 7 1

54 6 706 24,226 708 2,103 11 1

55 13 2,739 84,275 2,528 7,395 14 2

56 8 596 14,485 443 1,282 4 1

57 9 707 23,592 738 2,098 23 1

58 8 (117)  378 17,123 548 1,539 30

59 17 (422)1,159 72,991 2,365 6,556 30 2

60 12 582 33,073 1,084 2,967 24 1

61 12 1,088 56,216 1,864 5,034 10 6

62 10 823 26,473 929 2,469 15 2

63 8 642 43,225 1,582 4,129 13

平成元 16 (920)2,451 45,964 1,748 4,490 13

2 10 (36)  186 4,601 179 451 7

3 12 2,085 181,793 7,238 17,960 13 1

4 14 351 12,328 501 1,225 3

昭和３０年以降の火災発生状況

火 災
件 数

焼損床面積
（ａ）㎡

区分

火事騒
件　数

焼損表面積
（㎡）

 損 害 額
（千円）

市民１人
当 た り
損 害 額
（円）

１ 世 帯
当 た り
損 害 額
（円）

死 者
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5 12 (87)1,416 115,758 4,825 11,550 4

6 8 (4)   23 8,010 339 802 4

7 21 444 23 24,579 1,059 2,470

8 16 528 5 40,645 1,782 4,122 2

9 13 148 8,416 376 857

10 21 (97)  300 30 37,955 1,722 3,869 2

11 12 453 28,990 1,334 2,970

12 12 (16)  218 44 18,521 869 1,906

13 19 (7)  210 7 23,472 1,120 2,424

14 17 (7)   62 29 9,308 454 970 1

15 14 (4)  174 8 21,051 1,045 2201 2

16 10 487 35 26,538 1,343 2,798

17 10 74 9 2,735 142 291

18 18 (9)  108 4 3,170 169 343 1

19 12 879 16 30,685 1,649 3,338 2

20 19 （26） 338 86 13,058 722 1,442 2

21 10 201 42 14,363 810 1,612

22 8 147 4,326 255 495 1

火事騒
件　数

１ 世
帯当 た
り損 害

額
（円）

死 者

　　 区

分　年

別

火 災
件 数

焼損床面積
（ａ）㎡

市民１
人当 た
り損 害

額
（円）

 損 害 額
（千円）

焼損表面積
（㎡）

※　焼損表面積は、平成７年１月１日改正による新区分。(  )内は林野火災の焼損面積。
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 月別火災等出動状況

1 2 3 6 26

4 4 1 7 1 26 3

2 2 5 14

1 1 2 1 3 1 10 19 2 2

2 2 4 1 9 2 31 22 5 2 5 2

2 3 5 3 16 3 51 27 4 3 1

2 2 2 7 4 27 44 4 4 6 2

2 2 1 3 2 11 26

2 2 1 3 2 12 18

1 1 2 7

8 19 27 10 61 15 215 159 15 6 16 5

※　火災件数については事後聞知含む

団 署

そ

の

他

件

数

出動回数

1

2

3

使 用 水 利

火

災

件

数

署月
　
別

中
継

防
火
水
槽

署

種
　
別

12

団
タ
ン
ク

消
火
栓

出動人員 放水台数

署団

出動台数

7

計

河
川
・
そ
の
他

8

9

10

11

4

5

6

団
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風向の状況（最大風速時）               (単位 日) 

北 ４ 南 東 ４６ 西 １１ 

北 北 東 ２ 南 南 東 １４ 西 北 西 ７１ 

北 東 １ 南 ３１ 北 西 ９２ 

東 北 東 ０ 南 南 西 １３ 北 北 西 ４３ 

東 １ 南 西 １４ 無 風 ０ 

東 南 東 １７ 西 南 西 ５ 計 ３６５ 

 

過去１０年間における気象の極値 

 最高気温（℃） 最低気温（℃） 日最大降水量（㎜） 日最大降雪量（㎝）

13 年 30.4 
(8 月 21 日)

(8 月 24 日)
－23.2 (1 月 15 日) 99 (9 月 11 日) 32 (12月 30日)

14 年 31.8 (9 月 2 日) －20.2 (1 月 20 日) 43 (10 月 29 日) 26 (2 月 18 日)

15 年 30.7 (8 月 5 日) －23.0 (1 月 15 日) 48 ( 8 月 9 日) 32 (1 月 31 日)

16 年 34.4 (7 月 30 日) －18.9 (1 月 25 日) 49 (6 月 10 日) 22 (12 月 5 日)

17 年 32.2 
(6 月 23 日)

(8 月 11 日)
－20.5 (1 月 26 日) 65 ( 9 月 7 日) 36 (1 月 30 日)

18 年 33.5 (8 月 9 日) －17.8 (1 月 23 日) 79 (8 月 18 日) 30 (1 月 30 日)

19 年 35.7 (8 月 13 日) －16 (2 月 10 日) 46 ( 9 月 7 日) 23 (11月 21日)

20 年 34.0 (7 月 6 日) －22.4 (2 月 25 日) 33 ( 8 月 3 日) 40 (11月 20日)

21 年 33.1 (8 月 11 日) －16.9 (12月17日) 58.5 (7 月 19 日) 26 (12月 14日)

22 年 34.3 (6 月 28 日) -17.2 (2 月 4 日) 52 (8 月 24 日) 27 (11月 29日)

 



1 5 4 9 20 19
15 17 17 14 5 6
0 0 0 4 6 5
15 6 10 3 0 0
48.4 82.7 95.4 132 195 204
8.2 8.9 10.9 12.6 11.1 6.9

0 0 2 3 3 0
1.94 1.97 2.43 2.83 3.01 2.04

78 33.5 64.5 91 71 107
新 積 雪 195 72 113 29 0 0
最 大 積 雪 値 25 12 14 11 0 0
最 高 4.9 13.2 9.7 15.2 25 34.3
最 高 気 温 の 日 20 25 16 27 18 28
最 低 -15.6 -17.2 -15.6 -5.9 0.7 5.8
最 低 気 温 の 日 13 4 2 8 15 1
９時の平均気温 -4.8 -5.7 -2.1 3.7 11.4 19.1
最 小 湿 度 43 25 22 12 3 16
最 小 湿 度 の 日 14 25 24 12 29 7
湿 度 の 平 均 71.7 67.2 61.1 59.8 59.4 61.2
実効湿度の平均 72.3 68 61.6 59.5 60.6 60.9

合計
(平均)

9 12 14 11 6 3 113
12 12 12 9 11 19 149
10 7 4 9 9 4 58
0 0 0 2 4 5 45
109 141 151 130 67.2 44.7 1400.4
7.5 6.6 9.6 11.3 9.9 9.7

0 0 1 0 0 1
1.94 1.75 1.98 2.05 2.13 2 2.2

206 241 113 95.5 110 56 1266.5
新 積 雪 0 0 0 0 45 70 524
最 大 積 雪 値 0 0 0 0 27 13
最 高 30.4 32.6 30.1 21.5 15.3 10.5
最 高 気 温 の 日 4 6・30 1 1 22 3
最 低 11.6 14.6 3.7 -1.7 -6.2 -13.1
最 低 気 温 の 日 13 18 26 30 24 26
９時の平均気温 22 23.1 17.3 9.7 3.1 -2.2 7.9
最 小 湿 度 39 23 21 17 25 31
最 小 湿 度 の 日 4・31 27 13 2 6 12
湿 度 の 平 均 73.7 67.4 64.4 65.5 66.6 72.6 65.9
実効湿度の平均 73 68.2 64.6 65.1 66.8 71.9 66.0

９：００観測

南
南東

降 水 量

雪

気
　
　
温

湿
　
度

最 多 風 速 北西 北西 北西
南東
北西 南東

4 12 3

平均風速５ｍ以上の日数

 平均風速 (m/秒)

風
　
　
速

 最　  大 (m/秒)

最 大 風 速 の 日
( 日 )

28 1 28

天
　
気

晴 れ の 日 数
曇 り の 日 数
雨 の 日 数
雪 の 日 数

日 照 時 間

下半期

　　　　　　　　月別
7 8 9 10 11 12　種別

北西 北西

降 水 量

雪

気
　
　
温

湿
　
度

13 6 26

平均風速５ｍ以上の日数

 平均風速 (m/秒)

最 多 風 速 西北西 西北西 北西 北西

風
　
　
速

 最　  大 (m/秒)

最 大 風 速 の 日
( 日 )

7 9 21

天
　
気

晴 れ の 日 数
曇 り の 日 数
雨 の 日 数
雪 の 日 数

日 照 時 間

月別気象状況

上半期

　　　　　　　　月別
1 2 3 4 5 6　種別
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一　回　平　均

出 動 件 数 件 件 件

不 搬 送 件 数 件 件

搬 送 人 員 人 人 人

出 動 人 員 人

走 行 粁 数 ｋｍ 19.3km

現場到着時間 分 分 6.2 分

収容所要時間 分 分 28.3 分

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

1 2 3

3 1 3 3 1 4 4 3 5 4 7 1 39

1 2 1 4

1 3 1 2 7

9 7 18 9 11 11 11 12 12 6 3 9 118

1 1 1 1 4

2 2 2 2 2 1 11

46 50 40 29 42 44 50 55 53 43 50 44 546

9 10 9 2 6 7 5 6 10 8 8 4 84

70 68 70 45 63 72 71 79 86 65 69 58 816

45

2,560

15,748

最長  130

最長   30

最短　　 8

最短　 　1

一　日　平　均

816 2.2

2.1783

68.0

65.3

3.8

総　　　　　計 月　　平　　均

交　通　事　故

労　働　災　害

種　　　　　別

火　　　　　災

自　然　災　害

水　難　事　故

計

月別出動件数

運　動　競　技

一　般　負　傷

救急活動総括表

　　　　　　月別
ああああああああ
事故種別

加　　　　　害

自　損　行　為

急　　　　　病

そ　　の　　他
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　　　事故種別

　時　　間

   ０　～　　２ 5 26 3 34

   ２　～　　４ 2 17 2 21

   ４　～　　６ 2 4 26 1 33

   ６　～　　８ 3 11 47 2 63

   ８　～  １０ 3 17 1 81 15 117

 １０　～　１２ 6 2 1 15 1 62 10 97

 １２　～　１４ 8 4 12 2 49 12 87

 １４　～　１６ 5 1 1 22 2 55 9 95

 １６　～　１８ 3 5 1 10 1 1 52 14 87

 １８　～　２０ 3 12 1 1 44 5 66

 ２０　～　２２ 2 1 4 5 47 2 61

 ２２　～　２４ 2 4 40 9 55

計 3 39 4 7 118 4 11 546 84 816

本町 上芦別 西芦別 頼城 野花南 新城 常磐 旭

(中の丘) （豊岡）

（東頼城） （黄金）

3

17 6 1 7 3 1 2 2

2 1 1

2 4 1

70 29 8 2 4 2 3

1 3

5 2 1 2 1

286 128 50 11 21 11 11 28

69 5 1 9

452 181 60 20 31 15 13 44

交　　通　　事　　故

労　　働　　災　　害

急　　　　　　　　病

水　　難　　事　　故

　　　　　　　町内別

　事故種別

時間別出動件数

町内別出動件数

計

運　　動　　競　　技

一　　般　　負　　傷

加　　　　　　　　害

自　　損　　行　　為

火

災

そ　　　の　　　　他

自　　然　　災　　害

816

火　　　　　　　　災

7

118

4

11

39

4

3

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

546

84

計管外

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

計

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

（滝里） （福住）（油谷）（高根）（啓南） （緑泉）

41



管外搬送　(転院・転送・直接搬送）　出動件数

1

2

3

4

5

6

＊その他は直接搬送

年齢区分別搬送人員数調

3

4 44

5

7

1 112

4

5

4 531

72

9 783

　　　　新生児  生後２８日未満の者
　　　　乳幼児　生後２８日以上満７歳未満の者
　　　　少　年　満７歳以上満１８歳未満の者
　　　　成　人　満１８歳以上満６５歳未満の者
　　　　高齢者　満６５歳以上の者

転　　院 転　　送

札　　幌　　市

旭　　川　　市

赤　　平　　市

富  良  野  市

病　院　所　在　地

滝　　川　　市

砂　　川　　市

自　然　災　害

水　難　事　故

交　通　事　故

労　働　災　害

計

火　　  　　災

年齢区分

事故種別

168

計

急　  　　　病

そ　　の　　他

計

新生児

運　動　競　技

一　般　負　傷

加　　  　　害

自　損　行　為

1

直接搬送 計

23

26

46

40

8

2

1

8

3

6 7

2

1

77

68

1

10

51

53 12 103

乳幼児 成　人 高齢者少　年

8

1

7

4 88

20

17

5

19

4

3

22

576

3

407

53

112

19

178

2
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531 530

44 44

112 112

96 95

783 781

・救急救命士法に基づき重度傷病者に対して行う救急救命処置のうち
～ラリンゲアルマスク等を使用しての気道確保
～半自動式除細動器による除細動
～輸液及び薬剤を用いるために行う静脈路の確保
～静脈路確保後に行うアドレナリンの投与

静 脈 路 確 保
薬 剤 投 与

26 1985 2397

※特定行為の気道確保件数１７件は気道確保件数の２９件に含む。

気 道 確 保
除 細 動

2 29 (17) 11 4 18計 26 48 6 20 222

3 2 243 303

319

そ の 他 1 8 1 2 39 4

(1) 1 1 4 16 245

123 180

一般負傷 14 17 1 1 17 2

5 7

1 1374 1595

交通事故 7 23 15

2 23 (16) 10 3 6急 病 4 4 17 151

そ　　の　　他

計

気

道

確

保

静
脈
路
確
保

薬

剤

投

与

保

温

被

覆

そ

の

他

人

工

呼

吸

心

肺

蘇

生

酸

素

吸

入

除

細

動

気

道

確

保

※ 特 定 行 為

5 531 72 783

搬送人員のうち救急隊員の行った応急処置

  処置種別

 

事故種別

搬

送

人

員

応
搬
急
送
処
人

止

血

固

定

2

計 3 0 0 44 5 7 112 4

2

209 7 322

そ の 他

240

軽 症 2 32 3 7 58 4

23 3 163 39

1 144 26 204

中 等 症 10 2

15

重 症 1 2 30

1 1 13死 亡

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

計

傷病程度

傷病程度別搬送人員

事故種別
火

災

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷
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収容所要時間

時間別搬送人員

１０分～ ２０分～ ３０分～

事故種別 ２０分未満 ３０分未満 ６０分未満

急　 　　病 0 184 218 108 21 531

交 通 事 故 1 5 13 19 6 44

一 般 負 傷 2 39 51 15 5 112

そ  の  他 0 21 10 60 5 96

計 3 249 292 202 37 783

覚知から医療機関に収容するのに要した時間別搬送人員

１０分未満 ６０分以上 計

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

出動件数 823 842 841 723 816

搬送人員 796 815 797 681 783

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

過去５年間の出動件数及び搬送人員の推移

出動件数 搬送人員
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救助出動及び活動状況 

事故種別 

 

 

区分 

火  
 

 

災 

交 

通 

事 

故 

水 

難 

事 

故 

風
水
害
等
自
然
災
害 

機
械
に
よ
る
事 

故 

建
物
等
に
よ
る
事
故 

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故 

破

裂

事

故 

そ
の
他
の
事
故 

計 

出動件数  ９ １    １  １ １２ 

活動件数  ２     １   ３ 

救助人員  １     １   ２ 

活動台数  ３     ４   ７ 

活動人員  １３     １６   ２９ 

 

救急講習実施状況 

講 習 種 別 講 習 回 数 延べ実施人数 

一 般 講 習 １７回 ４８５人 

普通救命講習 １３回 １６８人 
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関係法令による処理件数 
区 

分 
種        別 

処  理  件  数 

受 理 件 数 備    考 

法第 

７条 

建 築 確 認 申 請 ３２  

計 ３２  

市

火

災

予

防

条

例

避 難 訓 練 実 施 報 告 ８９ 消火、通報訓練含む 

劇場等の裸火使用危険物品持込申請  

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出 ７  

炉 ・ 厨 房 設 備 等 の 設 置 届 出 ５  

変電・燃料電池発電・発電・蓄電池設置届出 ２  

火 災 と ま ぎ ら わ し い 煙 等 の 届 出 １０７  

煙 火 打 上 げ ・ 仕 掛 け 届 出 １３  

催 物 開 催 届 出 ３  

道 路 工 事 届 出 ４  

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 届 出 ４  

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 届 出 １  

計 ２３５  

危

険

物

関

係 

設 置 許 可 申 請 ２  

変 更 許 可 申 請 ５  

設 置 完 成 検 査 申 請 １  

変 更 完 成 検 査 申 請 ５  

予 防 規 程 制 定 ・ 変 更 許 可 申 請  

仮 使 用 承 認 申 請 ３  

地下貯蔵タンク等の在庫の管理及び危険物

の漏えい時の措置に関する計画届出
１ 

 

廃 止 届 出 ５  

保 安 監 督 者 選 任 （ 解 任 ） 届 出 １  

品 名 、 数 量 変 更 届 出  

施 設 譲 渡 引 渡 届 出 １  

使 用 休 止 ・ 再 開 届 出 ６  

軽 微 な 変 更 工 事 届 出 １０  

設 置 者 住 所 等 の 変 更 届 出 ２  

計 ４２  

消

防

法

関

係

消 防 用 設 備 等 着 工 届 出 ５  

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 １６  

消 防 用 設 備 等 点 検 結 果 報 告 ２３７  

防 火 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届 出 １５  

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届 出 ２４  

圧縮アセチレンガス貯蔵・取扱い開始届出 ３  

計 ３００  

そ

の

他

り 災 証 明 交 付 申 請 ３  

道 路 法 第 ４ ６ 条 に 基 づ く 通 知 １７  

集 合 煙 突 検 査 申 請  

集 合 煙 突 検 査 証 明 申 請  

計 ２０  

 合      計 ６２９  
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構造別、工事別、建築同意状況 

構
造
別 

耐 火 構 造

準 耐 火 構 造 １ １

そ の 他 １ ２ ２ ５ ５ ３ ４ １ ４ ４ １９ １２

工
事
別 

新 築 １ １ ２ ４ ２ １ １ １ ２ ２ ９ ８

増 築 １ １ ３ ２ ４ ２ ２ １１ ４

改 築

用 途 変 更

月     別 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 計 通知

用

途

別 

１ 
イ 劇場、映画館等

ロ 公会堂、集会場

２ 

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等

ハ 性 風 俗 店 舗 等

二 カラオケボックス等

３ 
イ 待合、料理店等

ロ 飲 食 店

４  百貨店、店舗等 １ １

５ 
イ 旅館、ホテル等

ロ 共 同 住 宅 等 １ １ １ ３

６ 

イ 病院、診療所等 １ １

ロ 福 祉 施 設 等

ハ 幼 稚 園 等

７  学 校 等

８  図書館、博物館等

９ 
イ サ ウ ナ 浴 場 等

ロ イ 以 外 の 浴 場

10  車両の停車場等

11  神 社 、 寺 院 等

12 
イ 工 場 、 作 業 場 １ １

ロ 映画スタジオ等

13 
イ 車庫、駐車場等 １ ３ ２ １ ６ １

ロ 飛行機の格納庫等

14  倉 庫 １ １

15  その他の事業所 １ １ １ ３

16 
イ 複 合 用 途 ２ ２

ロ イ以外の複合用途

専 用 住 宅 １ ３ １ １ ３ ３ ２ １０

そ の 他 １    １

計 １ ２ ２ ５ ５ ３ ５ １ ４ ４ ２０ １２
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防火対象物地区別及び項別調 
町 内 別 

 

 

項 別 

本

町 

上
芦
別
町 

西
芦
別
町 

頼

城

町 

常

磐

町 

新

城

町 

野
花
南
町 

旭
・
油
谷 

黄

金

町 

滝

里

町 
計 

１ 
イ 劇場、映画館等 2  2

ロ 公会堂、集会場 5 4 1 1 1 1 1  1 15

２ 

イ キ ャ バ レ ー 等 1  1

ロ 遊 技 場 等 3 1  1 5

ハ 性 風 俗 店 舗 等  

ニ カラオケボックス等 1  1

３ 
イ 待合、料理店等  

ロ 飲 食 店 19 2 2 1 24

４  百貨店、店舗等 34 6 1  41

５ 
イ 旅館、ホテル等 6 2 1 3 1 13

ロ 共 同 住 宅 等 186 31 36 18 2 273

６ 

イ 病院、診療所等 10 1 1 12

ロ 福 祉 施 設 等 3 2 5

ハ 老人デイサービスセンター等 3 1 1 2 7

ニ 幼 稚 園 等 1 1  2

７  学 校 等 11 8 2 4 2 2  29

８  図書館、博物館等 2 4  1 1 8

９ 
イ サ ウ ナ 浴 場 等   

ロ イ 以 外 の 浴 場 1 1 1 2 5

10  車両の停車場等 1  1

11  神 社 、 寺 院 等 17 7 2 2 2 2 2 1 35

12 
イ 工 場 、 作 業 場 30 36 4 2 1 2  3 78

ロ 映画スタジオ等  

13 
イ 車庫、駐車場等 13 5 2 20

ロ 飛行機の格納庫等 1 1

14  倉 庫 32 18 2 5 4 3 4 12 80

15  その他の事業所 36 8 1 3 3 3 1 4 22 1 82

16 
イ 複 合 用 途 53 1 2 1 57

ロ イ以外の複合用途 44 10 1 1 1  57

17  文 化 財  1  1

計 512 143 51 30 18 16 12 28 42 3 855
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防火対象物査察実施状況 
 

区 分

 

 

 

項 別 

対

象

物

数 

査

察

実

施 

指  導  事  項 

理

業

務 

防

火

管 

設

備

等 

消

防

用 

物

品 

防

炎 

果

報

告 

点

検

結 

１ 
イ 劇 場 、 映 画 館 等      

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 ６ ４  ３  

２ 

イ キ ャ バ レ ー 等      

ロ 遊 技 場 等      

ハ 性 風 俗 店 舗 等      

ニ カラオケボックス等      

３ 
イ 待 合 、 料 理 店 等      

ロ 飲 食 店 ２ １ ２  １ 

４ 百 貨 店 、 店 舗 等 ５ ４ ５ ２ ４ 

５ 
イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 ４ １ ５ １ ２ 

ロ 寄宿舎、共同住宅 １６  ６  ６ 

６ 

イ 病 院 、 診 療 所 等 ３     

ロ 老人短期入所施設等 ４     

ハ 老人デイサービスセンター等 ２     

ニ 幼稚園・特別支援学校 ２     

７ 学 校 等 １０ ４ ２   

８ 図書館、博物館等      

９ 
イ サ ウ ナ 浴 場 等      

ロ イ 以 外 の 浴 場      

10 車 両 の 停 車 場 等      

11 神 社 、 寺 院 等 ２ ３ ２  ２ 

12 
イ 工 場 、 作 業 場 １０  ９  ４ 

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等      

13 
イ 車 庫 、 駐 車 場 等 ２  １  １ 

ロ 飛行機の格納庫等      

14 倉 庫      

15 そ の 他 の 事 業 所 ４     

16 
イ 複 合 用 途 ８ ４ ２  ３ 

ロ イ以外の複合用途 ２４  ７  １２ 

17 文 化 財      

合      計 １０４ ２１ ４１ ６ ３５ 
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防火対象物定期点検報告実施状況 

 

区 分 

 

 

 

項 別 

該
当
防
火
対
象
物
数 

防

火

対

象

物

数 

点

検

報

告

済 

防

火

対

象

物

数 

特

例

認

定

済 

防

火

対

象

物

数 

特

例

認

定

済 

一
部
点
検
済
又
は 

防

火

対

象

物

数 
未

実

施 

１ 

イ 劇 場 、 映 画 館 等      

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 １１ １１ ３   

２ 

イ キ ャ バ レ ー 等      

ロ 遊 技 場 等 ２ １   １ 

ハ 性 風 俗 店 舗 等      

ニ カラオケボックス等      

３ 

イ 待 合 、 料 理 店 等      

ロ 飲 食 店      

４ 百 貨 店 、 店 舗 等 ２ ２    

５ イ 旅 館 、 ホ テ ル 等      

６ 

イ 病 院 、 診 療 所 等 １ １ １   

ロ 老人短期入所施設等      

ハ 老人デイサービスセンター等      

ニ 幼稚園・特別支援学校      

９ イ サ ウ ナ 浴 場 等      

16 イ 複 合 用 途 １０ ７ ３  ３ 

16 の 2 地 下 街      

合        計 ２６ ２２ ７  ４ 
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予防査察実施指導状況(一般対象物) 

査   察   区   分 
緊急通報システム 

設  置  世  帯 
個人住宅 合  計 

査察総件数（拒否含む） ５８ １，１２６ １，１８４

指導件数 

指導別 ３ １１ １４

火
を
使
用
す
る
設
備
・
器
具
の
位
置
・
構
造 

移動式ストーブ

そ の 他 の 器 具

位 置 構 造    

取 扱 方 法    

可 燃 物 接 近  

ス ト ー ブ 関 係

位 置 構 造    

底 面 通 気    

燃料容器配管等  

可 燃 物 接 近 ３ ２ ５

取 灰 処 理    

煙 突 関 係

破 損 腐 食 等  １ １

取 付 支 柱 等  

壁 ･ 天 井 接 近  

貫 通 部 等  

可 燃 物 接 近 ３ ３

調 理 用 器 具

位 置 構 造

取 扱 方 法

燃料容器配管等

可 燃 物 接 近

給 湯 設 備

ふ ろ が ま

位 置 構 造

取 扱 方 法

可 燃 物 接 近 ２ ２

Ｌ Ｐ Ｇ
取 扱 方 法 ２ ２

そ の 他

電 気
配 線 １ １

器 具

少 量 危 険 物
位 置 構 造

貯 蔵 取 扱

そ の 他
 

    

 
  



8

2

1

10

56

36

18

17

148

地区別

区  分

8

2

1

10

56

36

18

17

148

区  分

262.4

20163.8

761.126

第二石油類

115.8

4

35.1419.712

24

12.53

1.9

8

354.92 39.14

3.87

256.914

288.45

危険物製造所等別貯蔵・取扱数量

種  別 設
 
置
 
数

給 油 取 扱 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

5

西

芦

別

町

本

町

一 般 取 扱 所

屋内タンク貯蔵所

屋外タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 内 貯 蔵 所

計

設

置

数

地下タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

給 油 取 扱 所

一 般 取 扱 所

屋内タンク貯蔵所

屋外タンク貯蔵所

1

屋 外 貯 蔵 所

計

1

2

1

1

276.63

32.12

滝

里

町

273.65

新

城

町

1

29

28

9

10

3

1

1

565.97

289.034

高

根

町

幌

内

旭

町

野

花

南

町

1615.702

地区別危険物製造所等設置状況

78

上

芦

別

町

44

6

7

4

11

8

1

2

5 1

1

1

5

1

3

1

11

5

5

旭

町

油

谷

4

4

芦

別

1

1

36

1.9

183.8

1023.526

115.8

2286.392

貯　 　蔵　 　・　 　取　 　扱　 　数　 　量　（　 　）

第　　　　 　　　　　　　　４ 　　　　　　　　　　　　類

計

70.362

第三石油類 第四石油類

2.98

第一石油類

常

磐

町

1

1

52
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危険物製造所等倍数調 
倍数 

区分 
５倍未満

５倍以上 10倍以上 50倍以上 100倍以上 
150倍以上 計 

10倍未満 50倍未満 100倍未満 150倍未満 

屋内貯蔵所 ６ １ １  ８

屋外貯蔵所 ２  ２

屋内タンク

貯蔵所 
１  １

屋外タンク

貯蔵所 
１ ２ ６ １  １０

地下タンク

貯蔵所 
１５ ２０ １７ ３ １ ５６

移動タンク

貯蔵所 
３６  ３６

給油取扱所 １ ８ ２ ３ ４ １８

一般取扱所 ３ ３ １１  １７

計 ６２ ２７ ４５ ６ ４ ４ １４８

 

甲種防火管理講習修了者数調 
年 度 修 了 者 数 年 度 修 了 者 数 

昭和３６年度～ 

昭和４９年度 
１,２６７ 昭和６０年度 ７４

昭和５０年度 ７８ 昭和６２年度 ３８

昭和５１年度 ４１ 昭和６３年度 ３４

昭和５２年度 ４９ 平成 ２年度 ６３

昭和５３年度 ４３ 平成 ４年度 ４７

昭和５４年度 ４６ 平成 ７年度 ７１

昭和５５年度 ３３ 平成１２年度 ６５

昭和５６年度 ４２ 平成１５年度 １７

昭和５８年度 ３８ 計 ２,０４６

 

 



参加人員

2月  4日 30

2月 11日 43

2月 19日 111

2月 24日 26

2月 25日 45

3月 16日 25

3月 22日 14

3月 25日 33

4月 7日 35

5月 25日 40

5月 27日 40

5月 28日 34

6月 10日 15

10月 17日 21

11月 4日 40

芦別みどり幼稚園幼年消防クラブ

福 住 婦 人 防 火 ク ラ ブ

常 磐 婦 人 防 火 ク ラ ブ

野 花 南 婦 人 防 火 ク ラ ブ

第 1 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

第 4 分 団

第 5 分 団

第 6 分 団

第 7 分 団

防火講習・ビデオ

新城町内会(消防後援会）

第１分団消防後援会

芦 別 市 危 険 物 安 全 協 会

消火訓練・防火講習・ビデオ

芦
別
連
合
消
防
後
援
会

各町内会及び防火協力団体

実施内容

防火講習・ビデオ

防火講習・ビデオ

防火講習・ビデオ

防火講習・ビデオ

防火講習・ビデオ

防火講習・ビデオ

西 芦 別 消 防 後 援 会

第２分団消防後援会

防火講習・ビデオ

消防協力団体

防火講習・ビデオ

頼 城 消 防 後 援 会

常磐婦人防火クラブ

芦別市生活者会議
実行委員会

芦別市消防団第１分団

中央団地町内会

芦別市消防団第５分団

防火講習等実施状況

月日 対象者

野花南婦人防火クラブ
野花南老人クラブ

社会福祉法人愛和福祉会
星の広場

野花南消防後援委員会

上芦別町消防後援会

防火講習・ビデオ

芦別市高齢者大学ＯＢ会

子どもセンター保育園

芦 別 市 防 火 管 理 者 協 会

各 町 内 会 防 火 部 等

消火訓練・防火講習・ビデオ 野花南婦人防火クラブ
野花南老人クラブ

防火講習・ビデオ 上芦別保育園

防火講習・ビデオ 東宮元町防火防犯部
東宮元町女性部

防火講習・ビデオ 創価学会啓南地域

野花南婦人防火クラブ
野花南老人クラブ

54
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消防協力団体状況 

団 体 名 設 立 年 月 日 会 員 数 

芦 別 市 危 険 物 安 全 協 会 S．４０． ６． ３ ４９名

芦 別 市 防 火 管 理 者 協 会 S．４２．１１．２７ ９４名

 

婦人防火クラブ及び幼年消防クラブ状況 

団 体 名 設 立 年 月 日 会 員 数 

芦別みどり幼稚園幼年消防クラブ H． ３． ９． １ １６７名

福 住 婦 人 防 火 ク ラ ブ H． ５． ３． ２ ８名

常 磐 婦 人 防 火 ク ラ ブ H． ５． ３．１１ ３２名

野 花 南 婦 人 防 火 ク ラ ブ H． ８． ７． １ １００名

 

危険物安全協会・防火管理者協会活動状況 
 会 員 及 び 予 算 活 動 状 況 

危

険

物

安

全

協

会 

事 業 所   ３８ 名 

個 人   １１ 名 

合 計   ４９ 名 

予 算   ７１万円 

◎ 研修活動 

・視察、法令研修 

◎ 火災予防運動 

・消防写真新聞の購入、配布 

・防火広報ティッシュの配布 

◎ その他 

・会報発行 

防

火

管

理

者

協

会 

防 管 部   ８６ 名 

設備士部    ８ 名 

合 計   ９４ 名 

予 算   ８６万円 

◎ 研修活動 

・視察、法令研修 

◎ 火災予防運動 

・消防写真新聞の購入、配布 

・防火広報マグネットシート活用 

・防火広報ティッシュの配布 

◎ その他 

・防火ビデオ購入、貸出し 

・会報発行 

 



芦別市消防本部・署

〒075－0011
北海道芦別市北１条東１丁目３番地

TEL　0124(22)3106
FAX　0124(23)1960

平成２２年版　　　消防年報
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